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第１章 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

清須市では、令和４年度を初年度とする「第２次清須市男女共同参画プラン」を策定する

にあたって、満20歳以上の市民を対象に、男女共同参画に関する意識や実態などを把握する

ためのアンケートを実施しました。 

２ 調査の実施方法 

調査の実施方法は、以下のとおりです。 

■調査の実施方法 

調査票「男女共同参画に関する市民意識調査」 

 調査対象者 本市に居住する満20歳以上の市民 

 調査票配布数 2,000人 

 調査期間 令和３年７月２日～令和３年７月16日 

 調査票の配布・回収 郵送 

３ 調査票の回収状況 

調査票の回収状況は、以下のとおりです。 

■調査票の回収状況 
単位：件、％ 

 配布数 回収数 回収率 

調査票「男女共同参画に関する市民意識調査」 2,000 789 39.5 

４ 報告書の見方について 

●調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計して

も100.0％にならない場合があります。また、標本の大きさ（データの個数）を「n」と

して掲載し、各グラフや表の比率は「n」を母数とした割合を示しています。 

●「ｎ」が10人以下のデータについては、コメントを省略しています。 

●国・県との比較分析では、「令和元年度 男女共同参画社会に関する世論調査」（内閣府）

及び「令和元年度 男女共同参画社会の実現に向けて〔調査票報告書〕」(愛知県)の調査デ

ータを使用しています。 

●経年比較グラフで使用している「H25調査」とは、平成25年度に清須市が実施した「男

女共同参画に関する市民意識調査」の調査結果を指します。また、「R３調査」は今回実

施した調査結果を指します。 
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●結果の見やすさ等に配慮し、資料編に掲載している調査票の選択肢の並び順と、本編グ

ラフ内の並び順は若干異なる部分があります。 

●本報告書に掲載している男女別、年代別クロス集計（単数回答のみ）については、設問項

目と属性項目（性別、年代別）間の統計的な関係（独立性）の有無を確認するため、カイ

二乗検定を用いて、分析を行いました。カイ二乗検定を行う上での条件、報告書への記載

方法は以下のとおりです。 

①本調査では、有意水準を５％とする。（p値が0.05未満なら有意差あり） 

②検定結果の記載方法は、該当するグラフ下に以下のとおり結果を記載する。 

＊有意な差が認められた場合（例：男性と女性の回答比率に「差がある」）は、「※カイ

二乗検定の結果、〇％水準で有意」と記載する。記載する有意水準は、５％水準＝

「p＜0.05」、１％水準＝「p＜0.01」、0.1％水準＝「ｐ＜0.001」とする。 

＊今回の標本数では有意な差が認められない場合は、「※カイ二乗検定の結果、非有意」

と記載する。 

＊検定結果において、5.0未満の期待度数が全体の20％以上であり検定不能となった

場合は、「※カイ二乗検定の結果、判定不能」と記載する。 

 ③性別については、「３．回答したくない、わからない、その他」の「n」が小さく、判

定不能となるため、検定には含まないこととする。 

 

※カイ二乗検定とは、クロス集計における設問項目と属性項目の間に、統計的に意味のある

関連性があるかどうかを調べる「独立性を検定」するものです。検定をする上で、「設問項

目と属性項目はそれぞれ独立している（関連性がない）」と仮定し、期待度数と実際の調査

から得た観測データからカイ二乗値及び有意確率を求め、有意確率＝p値が有意水準（一

般的に0.05）より小さい場合に有意な差を認めた（関連性がある）と判断します。 
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５ 調査結果からみた分析 

課題１ 男女平等感について 

男女の平等感では、学校教育の場では平等と感じている人が多いものの、職場、政治の場、

社会通念・慣習・しきたりなどにおいては、男性が優遇されていると感じている人が多くな

っています。また、職場環境と家庭生活においては、平等と感じる人の割合が平成25年の前

回調査より増加したものの、それ以外の場面では平等と感じる人の割合が減少しています。 

市民の意識変化がある一方で、職場、政治の場、社会通念・慣習・しきたりなどの場面にお

いては、固定的な意識が根強く残っていることがうかがえるとともに、地域や企業の仕組み、

ルールなどの変化が人々の意識変化に追いついていないために、不平等をより感じている可

能性も示唆されます。 

男女共同参画社会の実現のためには、固定的な性別役割分担意識の解消に向けて、科学的

な知識を持ち、その必要性を理解することが大切です。市民が、今後さらに男女共同参画の

意識を高めるためにも、効果的な広報啓発活動を進めていく必要があります。加えて、地域

や企業のなどの仕組みやルールが変化していけるよう、条例を制定し広く周知するなど、市

民や企業など地域の様々な主体が、男女共同参画に関する取り組みを積極的に実施できるよ

う働きかける必要があります。 

課題２ 家庭生活における役割の状況 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について、「賛成」の割合は前回調査

に比べ大きく減少しています。また、「反対」の理由としては、「家事、育児、介護は妻だけの

役割ではないから」の割合が最も高く、固定観念にとらわれない人が増加しています。 

一方、既婚者（事実婚を含む）の家庭における家事や子育て、介護の分担状況では、主に妻

が担っている状況がみられました。また、平日に家事・育児・介護などに携わる平均的な時

間においても女性の約８割が「１時間～５時間以上」に対して、男性は９割が「まったく関

わっていない～３時間未満」となり、性別での差が大きくみられました。 

今後さらに高齢化が進み、介護を担う家庭も増えていくことが推測されることから、家庭

的責任を男女で分かち合い、仕事と子育て、介護が両立できるように各種支援サービスの充

実を図るなど、環境の整備が重要となります。 

課題３ 地域や社会との関わり 

地域活動に参加している人が、活動の中で男女不平等であると感じることは、「役職者には

男性が就き、女性は補助的な役割であることが多い」が最も高く、実際に地域活動における

役割分担をみると、主に女性が担う役割は「集会などでのお茶くみ、調理」の割合が高く、

男性では「会長などの役職」、「集会などの運営、取り仕切り」が高い状況です。さらに、女性

が地域活動のリーダーとなるために必要なことは、「女性が地域活動のリーダーになることに

対する男性の抵抗感をなくすこと」、「女性が地域活動のリーダーになることに対する女性自

身の抵抗感をなくすこと」が高くなっており、意識改革が必要と感じる反面、固定的な性別

役割分担の意識が依然として根付いていることがうかがえます。 

男女共同参画社会の実現のためには、固定的な性別役割分担意識の解消に向けて、正し

い知識を持ち、その必要性を理解することが大切です。市民が男女共同参画の意識を高め

るためにも、効果的な広報啓発活動を進めていく必要があります。  
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課題４ 仕事、女性の社会進出について 

仕事を選ぶ際に重視すること、またはしたいことでは、「勤務時間、勤務場所の条件が良い」、

「職場の雰囲気が良い」が５割を超え、「育児や介護への理解や制度が整っている」は２割程

度にとどまっています。 

「育児休業制度」の認知度は８割を超えています。実際に利用した割合は12.6％で、特に

男性では１割未満と少ない状況であるものの、平成25年の前回調査と比較すると5.8％から

6.8ポイントの増加がみられ、年代別においても40代では「取りたかったが、取ったことはな

い」が「取ったことがある」を上回っているが、30代では逆転していることから、年々取得

しやすい環境へと変化していることがうかがえます。 

一方、その他「子の介護休暇制度」「介護休業制度」「介護休暇制度」については、８割近く

の人が「内容を知らない」もしくは「制度名を知らない」状況で、平成25年の前回調査と比

較しても大きな変化はみられません。 

 

また、女性が職業をもつことについて、「結婚や出産に関わらず、仕事を続ける方がよい」

と考える『中断なし就業』支持が、平成25年の前回調査より男女ともに大幅に増えており、

女性が働き続けるためには、「保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が

求められています。 

さらに、離職した女性の社会での再活動の仕方では、男女ともに「仕事と家事・育児・介護

の両立のしやすさなどを重視し、正社員として再就職する」、「これまでの知識・経験を活かし

て働けることを重視し、正社員として再就職する」の割合が高く、『正社員』として復職する

ことへの希望や期待が高い状況です。 

女性が離職せずに働き続けることができるよう、環境の整備を図るとともに、「女性活

躍推進法」の内容も踏まえた、就業の場における女性の活躍をより一層促進していく必要

があります。 

課題５ DV（ドメスティック・バイオレンス）について 

ＤＶの被害者は男女ともに１割未満となっているものの、ＤＶの被害経験者のうち、「相談

していない」と回答した割合が半数以上を占めており、表面化している以上に潜在的な被害

が多いことが予想されます。また、ＤＶの相談窓口の認知度も５割程度に留まっています。 

暴力は潜在化しやすい問題ですが、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害であると

ともに、子どもが見ている前での夫婦間の暴力は子どもへの心理的虐待にもあたります。 

被害の当事者だけでなく、ＤＶや虐待等の発見時の通報義務なども含め、広く市民に知識

を普及していく必要があります。 

課題６ ハラスメントについて 

この３年間にハラスメントと思う行為を受けた経験の有無をみると、「受けたことがある」

は全体で17.1％、性別では女性が18.5％、男性が14.7％となっています。また、受けたハラ

スメントは、女性では「モラル・ハラスメント」、男性では「パワー・ハラスメント」が最も

高くなっています。 

ハラスメントは、さまざまな関係性の中で起こりうると考えられており、また、日々のス

トレスや自信喪失、能力が発揮できない、モチベーションの低下など受ける側への影響が大
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きいだけでなく、その周りにいる人々にも影響を及ぼします。職場や学校、家庭、地域など

様々な場において、ハラスメント防止の周知・啓発を行い、市民一人ひとりの意識を高めて

いく必要があります。 

課題７ 性の多様性について 

ＳＯＧＩＥ（ソジー）の認知状況をみると、「言葉の意味を知っている」は全体では7.9％、

年代別では、「言葉の意味を知っている」は60代で10.4％、70代で10.1％と１割を超えるも

のの、20代で1.9％となり、年代が下がるほど認知度が低い状況です。 

一方、ＬＧＢＴＱ（性的少数者）の認知状況をみると、「言葉の意味を知っている」は全体

では39.4％、年代別では、「言葉の意味を知っている」は20～40代で５割を超える一方、80

代で9.6％となり、年代が上がるほど認知度が低い状況です。 

また、ＬＧＢＴＱ（性的少数者）などの人たちが暮らしやすい社会にするためには、「幼少

期からの教育の充実」や「性的少数者の人が相談できる窓口の設置」が求められています。 

近年、性の多様性への意識は高まりつつあるものの、自らの性のあり方に悩み、受け入れ

られたいと思った時にも、依然として周囲からの理解不足による差別的扱いを受けるなど、

課題解決には至っていません。言葉の意味を知るだけでなく、ＬＧＢＴＱの人たち自身や立

場、考え方を理解し、お互いに認め合うことが大切です。そのためには、職場や学校、家庭、

地域など様々な場において、理解を深めるための啓発活動や教育を充実させる必要がありま

す。 

課題８ 男女共同参画社会の実現に向けた取組について 

この10年間の「家庭生活」「職場」「地域」における男女共同参画の進展状況では、「家庭生

活」で進展したと思う割合が最も高く、「地域」が最も低くなっています。また、男女共同参

画の推進のために、今後市民が取り組めることとしては「様々な人の個性や生き方を認める」、

「男性が育児・介護休業制度を利用することに理解を示す」、「女性が働くことを応援する」

が約５割で高くなっています。また、企業に求めることは「仕事と家庭を両立するための制

度（育児・介護休業制度など）を利用しやすい職場環境をつくる」の割合が最も高く、市に

求めることでは「子育て支援サービスや介護サービスなどの充実を図る」、「子育てや介護中

であっても、仕事が続けられるよう支援する」、「子育てや介護などでいったん仕事を辞めた

人の再就職を支援する」が高くなっており、働き方や職場環境に対する男女共同参画の促進

が強く求められています。 

市民のニーズをとらえ、施策の見直しや取り組みを強化していくことは重要です。今回の

調査からは「働き方」や「職場環境」に対するニーズが高まっていることが分かりました。

これらについては、前述した課題２，４，５と同様に、仕事と育児や介護が両立できるよう

に各種支援サービスの充実、女性が働き続けることができる、職場環境の整備が重要となり

ます。 
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第 2章 アンケート調査結果 

１ 回答者の属性 

設問と選択肢（いずれも単数回答） 
令和３年度調査 平成25年度 

人数（人） 割合（％） 割合（％） 

問１ 性別 

全体 789 100.0 100.0 

女性 455 57.7 54.5 

男性 327 41.4 41.1 

回答したくない、わからない、その他 3 0.4 *** 

無回答 4 0.5 4.5 

問２ 年齢 

全体 789 100.0 100.0 

20代 52 6.6 11.5 

30代 114 14.4 15.5 

40代 146 18.5 15.8 

50代 110 13.9 14.8 

60代 134 17.0 19.1 

70代 149 18.9 

22.2 80代 73 9.3 

90歳以上 8 1.0 

無回答 3 0.4 1.1 

問３ 職業 

全体 789 100.0 100.0 

会社員・公務員（会社役員等を含む） 262 33.2 29.9 

派遣・契約社員 22 2.8 2.2 

パート・アルバイト 136 17.2 15.1 

自営業・農漁業（家族従事者を含む） 59 7.5 7.1 

自由業（医師・弁護士・芸術家など） 13 1.6 1.0 

家事専業（主婦・主夫） 128 16.2 18.6 

無職 151 19.1 20.9 

学生 5 0.6 2.0 

その他 11 1.4 2.4 

無回答 2 0.3 0.8 

問４ 婚姻状況 

全体 789 100.0 100.0 

既婚（事実婚を含む） 575 72.9 71.1 

離別 39 4.9 
10.9 

死別 72 9.1 

未婚 94 11.9 15.2 

無回答 9 1.1 2.8 

  



清須市 

10 

設問と選択肢（いずれも単数回答） 
令和３年度 平成25年度 

人数（人） 割合（％） 割合（％） 

問４ー１ 共働きしているか ※問４で「既婚（事実婚を含む）」と回答した方のみ 

全体 575 100.0 100.0 

している 300 52.2 41.1 

していない 272 47.3 49.3 

無回答 3 0.5 9.6 

問５ 子どもの有無 

全体 789 100.0 100.0 

同居している子どもがいる 418 53.0 55.0 

子どもはいるが同居していない 188 23.8 20.5 

子どもはいない 167 21.2 23.7 

無回答 16 2.0 0.7 

問６ 家族構成 

全体 789 100.0 100.0 

ひとり暮らし（単身世帯） 88 11.2 5.7 

夫婦（パートナー）のみ（１世代世帯） 216 27.4 23.7 

親と子（２世代世帯） 378 47.9 51.8 

親と子と孫（３世代世帯） 76 9.6 14.5 

その他 21 2.7 2.9 

無回答 10 1.3 1.3 

問７ お住まいの地区（小学校区） 

全体 789 100.0 100.0 

西枇杷島小学校区 106 13.4 18.9 

古城小学校区 80 10.1 7.8 

清洲小学校区 163 20.7 21.2 

清洲東小学校区 86 10.9 9.6 

新川小学校区 107 13.6 12.3 

星の宮小学校区 40 5.1 6.3 

桃栄小学校区 48 6.1 9.2 

春日小学校区 94 11.9 9.5 

わからない 51 6.5 4.5 

無回答 14 1.8 0.7 
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11 

11.2 

14.9 

5.8 

33.3 

36.2 

38.9 

33.0 

0.0 

35.7 

30.5 

42.5 

66.7 

6.5 

6.2 

6.7 

0.0 

0.9 

0.4 

1.5 

0.0 

6.3 

6.2 

6.7 

0.0 

3.2 

2.9 

3.7 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

1.9 

7.9 

13.7 

14.5 

9.7 

10.7 

13.7 

37.5 

28.8 

28.1 

33.6 

46.4 

43.3 

37.6 

30.1 

37.5 

44.2 

47.4 

36.3 

27.3 

33.6 

33.6 

34.2 

12.5 

17.3 

8.8 

6.2 

2.7 

4.5 

7.4 

2.7 

0.0 

0.0 

0.9 

0.7 

1.8 

0.7 

1.3 

0.0 

0.0 

5.8 

6.1 

9.6 

6.4 

6.0 

3.4 

6.8 

12.5 

1.9 

0.9 

0.0 

0.9 

2.2 

6.0 

12.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

２ 男女平等感について 

（１）家庭生活 

○家庭生活において、『男性優遇』は全体で47.4％となっています。女性は53.8％、男性は

38.8％となり、女性が15.0ポイント上回っています。一方、「平等である」は男性が42.5％、

女性が30.5％となり、男性が12.0ポイント上回っています。 

○年代別では、50代・60代で『男性優遇』が５割を超えています。また、20代・30代では

４割以上が『平等である』と回答しています。 

※『男性優遇』：「男性の方が非常に優遇されている」＋「どちらかといえば男性の方が優遇されている」 

『女性優遇』：「女性の方が非常に優遇されている」＋「どちらかといえば女性の方が優遇されている」 

問８-Ａ 家庭生活における男女平等感 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 
 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

12 

11.2 

16.0 

9.3 

36.2 

40.1 

35.6 

35.7 

25.3 

45.5 

6.5 

7.5 

6.5 

0.9 

1.9 

0.7 

6.3 

5.5 

2.4 

3.2 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

14.9 

24.0 

11.7 

38.9 

42.1 

39.9 

30.5 

19.3 

39.1 

6.2 

6.1 

5.8 

0.4 

0.8 

0.7 

6.2 

4.2 

2.8 

2.9 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

5.8 

6.9 

6.5 

33.0 

37.7 

30.8 

42.5 

33.2 

52.7 

6.7 

9.3 

7.3 

1.5 

3.3 

0.7 

6.7 

7.1 

1.9 

3.7 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○県調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも低くなってい

ます。一方、『平等である』は市調査がいずれも高く、女性は11.2ポイント上回っていま

す。 

○国調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも高くなってい

ます。一方、『平等である』は市調査がいずれも低く、男性は10.2ポイント下回っていま

す。 

問８-Ａ 家庭生活における男女平等感（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 
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14.9 

14.1 

38.9 

41.5 

30.5 

27.2 

6.2 

4.4 

0.4 

1.0 

6.2 

6.7 

2.9 

5.1 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

5.8 

5.1 

33.0 

27.2 

42.5 

46.3 

6.7 

5.1 

1.5 

0.3 

6.7 

10.9 

3.7 

5.1 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

11.2 

10.1 

36.2 

35.1 

35.7 

35.2 

6.5 

4.6 

0.9 

0.7 

6.3 

9.1 

3.2 

5.3 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

○H25調査と比較すると、R3調査では、全体の『男性優遇』『平等である』『女性優遇』が

やや高くなっています。 

『男性優遇』は女性で53.8％と５割を超えているものの、前回調査よりやや低くなり、

『平等である』『女性優遇』がやや高くなっています。 

問８-Ａ 家庭生活における男女平等感（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国調査では「無回答」はありません。（以下同様） 

  



清須市 
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10.4 

13.0 

6.4 

33.3 

39.5 

38.0 

42.2 

33.3 

24.3 

22.0 

27.5 

33.3 

5.3 

4.0 

7.0 

0.0 

0.8 

0.7 

0.9 

0.0 

14.4 

17.4 

10.4 

0.0 

5.2 

5.1 

5.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

3.8 

9.6 

15.8 

11.8 

8.2 

10.7 

5.5 

12.5 

42.3 

46.5 

36.3 

41.8 

45.5 

36.9 

24.7 

50.0 

34.6 

26.3 

33.6 

26.4 

26.1 

14.1 

12.3 

12.5 

7.7 

6.1 

4.8 

8.2 

3.0 

6.0 

2.7 

0.0 

0.0 

3.5 

0.0 

0.0 

0.7 

0.7 

0.0 

0.0 

11.5 

7.0 

8.2 

10.9 

14.2 

19.5 

34.2 

25.0 

0.0 

0.9 

1.4 

0.9 

2.2 

12.1 

20.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

（２）職場 

○職場において、『男性優遇』は全体で49.9％、女性は51.0％、男性は48.6％といずれも

５割前後となっています。 

○年代別では、『男性優遇』が30～60代で５割を超えています。また、20代・40代では３

割以上が『平等である』と回答しています。 

問８-Ｂ 職場における男女平等感 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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10.4 

22.4 

13.6 

39.5 

42.9 

39.8 

24.3 

15.2 

30.7 

5.3 

5.6 

4.5 

0.8 

2.1 

0.5 

14.4 

7.0 

10.9 

5.2 

4.9 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

13.0 

28.7 

14.4 

38.0 

41.0 

39.7 

22.0 

12.9 

28.4 

4.0 

4.4 

4.3 

0.7 

0.6 

0.4 

17.4 

8.0 

12.8 

5.1 

4.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

6.4 

15.0 

12.8 

42.2 

45.8 

40.0 

27.5 

18.6 

33.3 

7.0 

7.2 

4.8 

0.9 

4.1 

0.5 

10.4 

5.4 

8.7 

5.5 

3.9 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○県調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも低く、女性で

は18.7ポイント下回っています。一方、『平等である』は市調査がいずれも高くなってい

ます。 

○国調査と比較すると、市調査の『男性優遇』『平等である』は、全体・女性・男性いずれ

も低くなっています。 

問８-Ｂ 職場における男女平等感（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

16 

13.0 

15.9 

38.0 

37.2 

22.0 

18.2 

4.0 

3.8 

0.7 

0.8 

17.4 

16.2 

5.1 

7.9 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

10.4 

14.0 

39.5 

39.7 

24.3 

19.3 

5.3 

4.6 

0.8 

1.0 

14.4 

14.0 

5.2 

7.5 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

6.4 

12.2 

42.2 

43.5 

27.5 

21.1 

7.0 

6.1 

0.9 

1.4 

10.4 

9.9 

5.5 

5.8 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査では『男性優遇』が全体・女性・男性いずれも低くなっ

ています。一方、『平等である』はいずれも高くなっています。 

問８-Ｂ 職場における男女平等感（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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1.9 

2.6 

0.9 

0.0 

12.5 

15.2 

9.2 

0.0 

48.0 

44.4 

53.5 

33.3 

3.8 

2.4 

5.5 

0.0 

0.5 

0.4 

0.6 

0.0 

28.3 

30.1 

25.4 

66.7 

4.9 

4.8 

4.9 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

0.0 

1.8 

1.4 

1.8 

2.2 

4.0 

0.0 

0.0 

7.7 

12.3 

13.7 

20.9 

14.9 

7.4 

6.8 

25.0 

53.8 

54.4 

54.8 

42.7 

49.3 

47.0 

28.8 

62.5 

9.6 

1.8 

4.1 

5.5 

3.7 

2.7 

1.4 

0.0 

1.9 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.7 

1.4 

0.0 

26.9 

29.8 

24.7 

28.2 

26.9 

28.2 

38.4 

12.5 

0.0 

0.0 

0.7 

0.9 

3.0 

10.1 

23.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、１％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

（３）学校教育の場 

○学校教育の場において、『平等である』は全体で48.0％、女性は44.4％、男性は53.5％

となっています。 

○年代別では、『平等である』が20～40代で５割、50～70代で４割を超えています。 

問８-Ｃ 学校教育の場における男女平等感 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

18 

1.9 

5.2 

3.3 

12.5 

15.2 

15.2 

48.0 

52.8 

61.2 

3.8 

4.3 

2.3 

0.5 

0.5 

0.3 

28.3 

16.3 

17.7 

4.9 

5.7 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

2.6 

8.0 

3.8 

15.2 

16.8 

16.0 

44.4 

50.7 

59.8 

2.4 

4.1 

2.0 

0.4 

0.0 

0.4 

30.1 

15.1 

18.1 

4.8 

5.3 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

0.9 

2.0 

2.7 

9.2 

13.4 

14.3 

53.5 

57.3 

62.8 

5.5 

4.8 

2.6 

0.6 

1.1 

0.3 

25.4 

17.1 

17.3 

4.9 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○県調査と比較すると、市調査の『男性優遇』『平等である』は、全体・女性・男性いずれ

も低くなっています。 

○国調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも低くなってい

ます。また、『平等である』は全体・女性・男性いずれも低く、特に女性は15.4ポイント

下回っています。 

問８-Ｃ 学校教育の場における男女平等感（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 
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2.6 

2.6 

15.2 

10.0 

44.4 

50.8 

2.4 

4.1 

0.4 

0.5 

30.1 

23.8 

4.8 

8.2 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

1.9 

2.0 

12.5 

9.8 

48.0 

51.0 

3.8 

3.6 

0.5 

0.4 

28.3 

24.9 

4.9 

8.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

0.9 

1.4 

9.2 

9.5 

53.5 

52.7 

5.5 

3.1 

0.6 

0.3 

25.4 

25.5 

4.9 

7.5 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査では『男性優遇』が全体・女性で高くなり、男性で低く

なっています。一方、『平等である』が全体・女性で低くなり、男性で高くなっています。 

問８-Ｃ 学校教育の場における男女平等感（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

20 

4.4 

5.7 

2.8 

0.0 

30.0 

34.3 

24.5 

33.3 

32.7 

26.4 

41.6 

33.3 

4.9 

4.2 

5.2 

0.0 

0.6 

0.7 

0.6 

0.0 

22.8 

24.4 

20.8 

33.3 

4.4 

4.4 

4.6 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

0.0 

2.6 

4.8 

3.6 

5.2 

7.4 

2.7 

12.5 

9.6 

23.7 

29.5 

40.0 

38.8 

30.2 

24.7 

37.5 

51.9 

33.3 

35.6 

27.3 

29.9 

32.2 

27.4 

37.5 

1.9 

5.3 

5.5 

3.6 

3.0 

6.7 

5.5 

0.0 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.3 

1.4 

0.0 

30.8 

34.2 

24.7 

23.6 

19.4 

14.8 

19.2 

12.5 

1.9 

0.9 

0.0 

1.8 

3.7 

7.4 

19.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

（４）地域活動の場 

○地域活動の場において、『男性優遇』は全体で34.4％、女性は40.0％、男性は27.3％と

なり、女性が男性より12.7ポイント上回っています。一方、『平等である』は全体で32.7％、

女性は26.4％、男性は41.6％となり、男性が女性より15.2ポイント上回っています。 

○年代別では、『平等である』が20代で51.9％と５割を超えています。50～70代は『平等

である』より『男性優遇』が高くなっています。 

問８-Ｄ 地域活動の場における男女平等感 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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21 

4.4 

9.6 

7.0 

30.0 

32.0 

27.7 

32.7 

33.4 

46.5 

4.9 

6.6 

8.7 

0.6 

1.0 

1.6 

22.8 

12.4 

8.6 

4.4 

5.2 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

5.7 

14.2 

7.7 

34.3 

33.2 

30.3 

26.4 

30.1 

45.7 

4.2 

5.8 

7.0 

0.7 

0.3 

1.1 

24.4 

12.0 

8.1 

4.4 

4.4 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

2.8 

4.5 

6.1 

24.5 

30.6 

24.7 

41.6 

39.5 

47.4 

5.2 

7.6 

10.5 

0.6 

1.9 

2.1 

20.8 

11.9 

9.1 

4.6 

4.1 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○県調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも低くなってい

ます。また、市調査の『平等である』は、男性がやや高くなっています。 

○国調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・男性で低くなっています。また、

市調査の『平等である』は、全体・女性・男性いずれも低く、特に女性は19.3ポイント

下回っています。 

問８-Ｄ 地域活動の場における男女平等感（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

22 

5.7 

6.9 

34.3 

26.2 

26.4 

29.7 

4.2 

6.2 

0.7 

0.3 

24.4 

23.1 

4.4 

7.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

4.4 

4.7 

30.0 

26.0 

32.7 

32.0 

4.9 

6.6 

0.6 

0.4 

22.8 

22.8 

4.4 

7.5 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

2.8 

2.0 

24.5 

26.9 

41.6 

34.7 

5.2 

7.5 

0.6 

0.7 

20.8 

21.8 

4.6 

6.5 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査の『男性優遇』は全体・女性で高く、男性で低くなって

います。一方、『平等である』は女性で低く、全体・男性で高くなっています。特に男性

では6.9ポイント上回っています。 

問８-Ｄ 地域活動の場における男女平等感（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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23 

34.5 

36.0 

32.7 

33.3 

39.8 

41.3 

37.6 

33.3 

8.6 

4.8 

13.5 

0.0 

0.6 

0.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

13.2 

14.5 

11.3 

33.3 

3.3 

3.3 

3.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

42.3 

38.6 

39.0 

40.0 

35.8 

27.5 

19.2 

25.0 

44.2 

36.8 

39.0 

40.0 

45.5 

42.3 

24.7 

50.0 

3.8 

10.5 

9.6 

6.4 

6.7 

8.1 

16.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

0.7 

0.7 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

9.6 

14.0 

11.0 

13.6 

9.0 

14.1 

23.3 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

7.4 

15.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

（５）政治の場 

○政治の場において、『男性優遇』は全体で74.3％、女性は77.3％、男性は70.3％となり、

いずれも７割を超えています。一方、『平等である』は全体で8.6％、女性は4.8％、男性

は13.5％となり、さらに『女性優遇』は女性で0.0％となっています。 

○年代別では、『男性優遇』は20代で86.5％と最も高くなっています。また、『女性優遇』

は20代・30代・50代で0.0％となっています。 

問８-Ｅ 政治の場における男女平等感 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

24 

34.5 

38.7 

35.0 

39.8 

38.9 

44.0 

8.6 

9.4 

14.4 

0.6 

1.2 

1.1 

0.0 

0.2 

0.1 

13.2 

7.2 

5.4 

3.3 

4.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

36.0 

44.3 

37.9 

41.3 

38.4 

44.5 

4.8 

5.5 

11.0 

0.0 

0.8 

0.8 

0.0 

0.0 

0.1 

14.5 

6.9 

5.8 

3.3 

4.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

32.7 

32.5 

31.7 

37.6 

41.2 

43.5 

13.5 

14.5 

18.3 

1.5 

1.9 

1.4 

0.0 

0.6 

0.2 

11.3 

6.9 

5.0 

3.4 

2.6 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○県調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも低くなってい

ます。また、市調査の『平等である』も同様に県調査より低い状況です。 

○国調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも低くなってい

ます。また、市調査の『平等である』も同様に県調査より低い状況です。 

問８-Ｅ 政治の場における男女平等感（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 
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25 

36.0 

29.5 

41.3 

36.4 

4.8 

10.5 

0.0 

0.5 

0.0 

0.0 

14.5 

15.4 

3.3 

7.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

34.5 

24.6 

39.8 

37.7 

8.6 

14.1 

0.6 

0.6 

0.0 

0.1 

13.2 

15.6 

3.3 

7.3 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

32.7 

19.0 

37.6 

39.8 

13.5 

19.7 

1.5 

0.7 

0.0 

0.3 

11.3 

15.0 

3.4 

5.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査の『男性優遇』は全体・女性・男性いずれも高く、全体

で12.0ポイント上回っています。一方、『平等である』は全体・女性・男性いずれも低く

なっています。 

問８-Ｅ 政治の場における男女平等感（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

26 

14.7 

19.3 

8.3 

33.3 

34.3 

34.9 

33.6 

33.3 

24.7 

19.8 

31.2 

33.3 

4.7 

2.4 

8.0 

0.0 

0.5 

0.4 

0.6 

0.0 

17.2 

19.3 

14.7 

0.0 

3.8 

3.7 

3.7 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

9.6 

14.9 

19.2 

18.2 

14.9 

13.4 

6.8 

12.5 

30.8 

33.3 

35.6 

33.6 

47.0 

31.5 

19.2 

37.5 

21.2 

27.2 

21.2 

24.5 

24.6 

27.5 

27.4 

12.5 

19.2 

3.5 

6.8 

2.7 

3.0 

2.7 

2.7 

0.0 

0.0 

0.9 

0.7 

0.9 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

19.2 

20.2 

15.8 

20.0 

8.2 

16.1 

27.4 

37.5 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

2.2 

8.1 

16.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

（６）法律や制度の上 

○法律や制度の上において、『男性優遇』は全体で49.0％、女性は54.2％、男性は41.9％

となり、女性が男性より12.3ポイント上回っています。一方、『平等である』は全体で

24.7％、女性は19.8％、男性は31.2％となり、男性が女性より11.4ポイント上回ってい

ます。 

○年代別では、『男性優遇』は60代で61.9％と最も高くなっています。 

問８-Ｆ 法律や制度の上における男女平等感 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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27 

14.7 

17.0 

10.3 

34.3 

29.5 

36.6 

24.7 

30.2 

39.7 

4.7 

4.6 

4.0 

0.5 

1.6 

0.4 

17.2 

12.2 

9.0 

3.8 

4.9 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

19.3 

24.5 

12.4 

34.9 

32.9 

39.7 

19.8 

22.0 

33.3 

2.4 

2.0 

3.1 

0.4 

0.3 

0.2 

19.3 

13.7 

11.2 

3.7 

4.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

8.3 

8.2 

7.8 

33.6 

26.3 

33.2 

31.2 

41.0 

46.8 

8.0 

7.8 

5.1 

0.6 

3.2 

0.6 

14.7 

10.0 

6.5 

3.7 

3.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○県調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・男性で高く、女性で低くなってい

ます。市調査の『平等である』は、全体・女性・男性いずれも低くなっています。 

○国調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも高くなってい

ます。市調査の『平等である』は、全体・女性・男性いずれも低く、特に男性では国調査

より15.6ポイント下回っています。 

問８-Ｆ 法律や制度の上における男女平等感（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

28 

19.3 

14.4 

34.9 

29.5 

19.8 

26.2 

2.4 

2.1 

0.4 

0.0 

19.3 

19.5 

3.7 

8.5 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

14.7 

11.0 

34.3 

25.8 

24.7 

33.1 

4.7 

3.5 

0.5 

0.4 

17.2 

17.9 

3.8 

8.2 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

8.3 

6.5 

33.6 

21.1 

31.2 

43.9 

8.0 

5.4 

0.6 

1.0 

14.7 

15.6 

3.7 

6.5 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査の『男性優遇』は全体・女性・男性いずれも高く、特に

男性は14.3ポイント上回っています。一方、『平等である』は全体・女性・男性いずれも

低く、特に男性は12.7ポイント下回っています。 

問８-Ｆ 法律や制度の上における男女平等感（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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29 

20.2 

24.2 

14.7 

33.3 

51.8 

51.6 

52.6 

0.0 

11.8 

9.0 

15.0 

66.7 

2.0 

0.0 

4.6 

0.0 

0.4 

0.0 

0.9 

0.0 

10.3 

12.1 

8.0 

0.0 

3.5 

3.1 

4.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

17.3 

27.2 

24.7 

19.1 

20.9 

16.1 

12.3 

12.5 

48.1 

47.4 

50.0 

63.6 

56.0 

54.4 

32.9 

62.5 

15.4 

12.3 

12.3 

2.7 

9.7 

13.4 

23.3 

0.0 

3.8 

1.8 

3.4 

0.9 

2.2 

1.3 

1.4 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.5 

9.6 

9.6 

12.7 

9.0 

8.1 

13.7 

25.0 

3.8 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

6.7 

16.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

（７）社会通念・習慣・しきたりなど 

○社会通念・習慣・しきたりなどにおいて、『男性優遇』は全体で72.0％、女性は75.8％、

男性は67.3％となっています。一方、『平等である』は全体で11.8％、女性は9.0％、男

性は15.0％となっています。また、『女性優遇』は女性で0.0％となっています。 

○年代別では、『男性優遇』は50代で82.7％と最も高く、30～70代で７割を超えています。 

問８-Ｇ 社会通念・習慣・しきたりなどにおける男女平等感 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

30 

20.2 

29.0 

19.1 

51.8 

49.1 

51.0 

11.8 

9.5 

22.6 

2.0 

2.5 

2.1 

0.4 

0.3 

0.2 

10.3 

5.5 

5.0 

3.5 

4.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

24.2 

37.9 

20.3 

51.6 

46.2 

51.2 

9.0 

5.8 

20.5 

0.0 

1.6 

1.9 

0.0 

0.0 

0.1 

12.1 

5.1 

6.0 

3.1 

3.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

14.7 

19.1 

17.6 

52.6 

53.6 

50.9 

15.0 

14.3 

25.0 

4.6 

3.7 

2.3 

0.9 

0.7 

0.3 

8.0 

5.6 

4.0 

4.3 

3.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○県調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも低くなってい

ます。市調査の『平等である』は、全体・女性・男性いずれも高くなっています。 

○国調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性で高く、男性で低くなってい

ます。市調査の『平等である』は、全体・女性・男性いずれも低く、特に女性では国調査

より11.5ポイント下回っています。 

問８-Ｇ 社会通念・習慣・しきたりなどにおける男女平等感 

（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 
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31 

24.2 

21.0 

51.6 

46.7 

9.0 

10.3 

0.0 

1.5 

0.0 

0.3 

12.1 

12.3 

3.1 

7.9 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

20.2 

16.2 

51.8 

48.5 

11.8 

12.6 

2.0 

2.5 

0.4 

0.3 

10.3 

12.7 

3.5 

7.3 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

14.7 

9.9 

52.6 

52.4 

15.0 

16.0 

4.6 

3.7 

0.9 

0.3 

8.0 

12.6 

4.3 

5.1 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査の『男性優遇』は全体・女性・男性いずれも高く、特に

女性は8.1ポイント上回っています。一方、『平等である』は全体・女性・男性いずれも

低くなっています。 

問８-Ｇ 社会通念・習慣・しきたりなどにおける男女平等感（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

32 

12.7 

16.5 

7.3 

33.3 

58.8 

57.6 

60.9 

33.3 

13.2 

9.0 

18.3 

33.3 

2.8 

1.3 

4.9 

0.0 

0.3 

0.2 

0.3 

0.0 

9.0 

11.4 

5.8 

0.0 

3.3 

4.0 

2.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

9.6 

13.2 

15.8 

15.5 

11.2 

12.1 

8.2 

12.5 

59.6 

62.3 

58.2 

60.9 

67.2 

59.7 

32.9 

62.5 

21.2 

10.5 

14.4 

9.1 

9.0 

11.4 

27.4 

12.5 

3.8 

5.3 

3.4 

2.7 

2.2 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

1.4 

0.0 

5.8 

8.8 

8.2 

10.0 

7.5 

9.4 

13.7 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

3.0 

5.4 

16.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

（８）社会全体として 

○社会全体おいて、『男性優遇』は全体で71.5％、女性は74.1％、男性は68.2％となって

います。一方、『平等である』は全体で13.2％、女性は9.0％、男性は18.3％となり、男

性が女性より9.3ポイント上回っています。 

○年代別では、『男性優遇』は60代で78.4％と最も高く、30～70代で７割を超えています。 

問８-Ｈ 社会全体としての男女平等感 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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33 

12.7 

16.2 

11.3 

58.8 

56.5 

62.8 

13.2 

12.9 

21.2 

2.8 

3.0 

2.8 

0.3 

1.2 

0.3 

9.0 

6.1 

1.6 

3.3 

4.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

16.5 

22.8 

13.1 

57.6 

56.6 

64.4 

9.0 

9.4 

18.4 

1.3 

1.6 

1.7 

0.2 

0.3 

0.2 

11.4 

5.9 

2.1 

4.0 

3.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

7.3 

8.5 

9.2 

60.9 

58.1 

61.0 

18.3 

17.1 

24.5 

4.9 

4.6 

4.0 

0.3 

2.4 

0.3 

5.8 

5.9 

1.0 

2.4 

3.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○県調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性で低く、男性で高くなってい

ます。市調査の『平等である』は、全体・男性で高く、女性で低くなっています。 

○国調査と比較すると、市調査の『男性優遇』は、全体・女性・男性いずれも低くなってい

ます。市調査の『平等である』は、全体・女性・男性いずれも低く、特に女性では国調査

より9.4ポイント下回っています。 

問８-Ｈ 社会全体としての男女平等感（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

34 

16.5 

12.6 

57.6 

53.1 

9.0 

12.3 

1.3 

3.6 

0.2 

0.5 

11.4 

11.5 

4.0 

6.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

12.7 

9.6 

58.8 

53.2 

13.2 

14.8 

2.8 

3.9 

0.3 

0.6 

9.0 

11.2 

3.3 

6.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

7.3 

5.8 

60.9 

54.1 

18.3 

18.7 

4.9 

4.4 

0.3 

0.7 

5.8 

10.5 

2.4 

5.8 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査の『男性優遇』は全体・女性・男性いずれも高く、特に

女性は8.4ポイント上回っています。一方、『平等である』は全体・女性・男性いずれも

低くなっています。 

問８-Ｈ 社会全体としての男女平等感（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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35 

4.8 

3.5 

6.7 

0.0 

21.3 

19.6 

23.5 

0.0 

28.9 

30.1 

27.5 

0.0 

22.2 

23.1 

20.8 

66.7 

20.7 

21.8 

19.3 

0.0 

2.2 

2.0 

2.1 

33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

3.8 

3.5 

2.1 

0.9 

1.5 

11.4 

9.6 

25.0 

9.6 

15.8 

14.4 

11.8 

20.1 

30.9 

46.6 

37.5 

21.2 

25.4 

34.2 

35.5 

29.9 

28.2 

20.5 

25.0 

26.9 

25.4 

26.7 

22.7 

23.1 

17.4 

13.7 

12.5 

38.5 

28.9 

21.9 

28.2 

21.6 

8.7 

5.5 

0.0 

0.0 

0.9 

0.7 

0.9 

3.7 

3.4 

4.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

賛成 どちらかといえば

賛成

どちらともいえない

・わからない

どちらかといえば

反対

反対 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

３ 家庭生活について 

（１）夫婦の役割 

○「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について、全体では『賛成する』が

26.1％、『反対する』は42.9％となり、『反対する』が16.8ポイント上回っています。 

性別では、『賛成する』は女性で23.1％、男性で30.2％となり、男性が7.1ポイント上回

り、『反対する』は女性で44.9％、男性で40.1％となり、女性が4.8ポイント上回ってい

ます。 

○年代別では、『賛成する』は80代（56.2％）で最も高く、50代（12.7％）で最も低くな

っています。一方、『反対する』は20代（65.4％）で最も高く、80代（19.2％）で最も

低くなっています。 

※『賛成する』：「賛成」＋「どちらかといえば賛成」 

『反対する』：「反対」＋「どちらかといえば反対」 

問９ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 
 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

36 

4.8 

5.5 

7.5 

21.3 

35.2 

27.5 

28.9 

6.4 

5.2 

22.2 

31.6 

36.6 

20.7 

19.0 

23.2 

2.2 

2.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

3.5 

3.7 

6.5 

19.6 

32.9 

24.6 

30.1 

5.3 

5.5 

23.1 

35.4 

38.5 

21.8 

20.7 

24.9 

2.0 

1.9 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

6.7 

7.2 

8.6 

23.5 

39.3 

30.8 

27.5 

6.7 

4.9 

20.8 

27.8 

34.4 

19.3 

17.6 

21.2 

2.1 

1.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

賛成 どちらかといえば

賛成

どちらともいえない

・わからない

どちらかといえば

反対

反対 無回答

○県調査と比較すると、市調査の『賛成する』は全体・女性・男性いずれも低く、女性は

13.5ポイント、男性は16.3ポイント下回っています。また、市調査の『反対する』は全

体・女性・男性いずれも低く、女性は11.2ポイント、男性は5.3ポイント下回っています。 

○国調査と比較すると、市調査の『賛成する』は全体・女性・男性いずれも低く、女性は

8.0ポイント、男性は9.2ポイント下回っています。また、市調査の『反対する』は全体・

女性・男性いずれも低く、女性は18.5ポイント、男性は15.5ポイント下回っています。 

問９ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方 

（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 
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37 

4.8 

8.9 

21.3 

31.3 

28.9 

28.1 

22.2 

17.6 

20.7 

8.9 

2.2 

5.2 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

6.7 

10.5 

23.5 

34.7 

27.5 

27.2 

20.8 

15.0 

19.3 

8.2 

2.1 

4.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

賛成 どちらかといえば

賛成

どちらともいえない

・わからない

どちらかといえば

反対

反対 無回答

3.5 

7.4 

19.6 

29.0 

30.1 

28.5 

23.1 

20.3 

21.8 

10.0 

2.0 

4.9 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

○H25調査と比較すると、R3調査の『賛成する』は全体・女性・男性いずれも高く、女性

は13.3ポイント、男性は15.0ポイント下回っています。一方、『反対する』は全体・女

性・男性いずれも高く、女性は14.6ポイント、男性は16.9ポイント上回っています。 

問９ 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

38 

27.2 

18.9 

42.7 

62.6 

52.4 

5.8 

0.5 

0.5 

0.5 

14.1 

10.3 

41.0 

61.8 

64.8 

8.9 

0.4 

0.0 

0.8 

19.2 

17.1 

32.3 

55.2 

44.7 

0.4 

1.1 

0.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=206

県調査

n=497

国調査

n=926

27.2 

18.9 

42.7 

62.6 

52.4 

5.8 

0.5 

0.5 

0.5 

23.8 

17.1 

48.6 

57.1 

60.0 

6.7 

0.0 

0.0 

0.0 

30.3 

20.2 

35.4 

67.7 

44.4 

4.0 

1.0 

1.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

日本の伝統的な家族の在り方だと思うから

自分の両親も役割分担をしていたから

夫が外で働いた方が、多くの収入を

得られると思うから

妻が家庭を守った方が、子どもの成長などに

とって良いと思うから

家事、育児、介護と両立しながら、

妻が働き続けることは大変だと思うから

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=206

女性

n=105

男性

n= 99

回答したくない、

わからない、その他

n=  0

○「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方に「賛成」「どちらかといえば賛成」

の理由をみると、全体・男性は「妻が家庭を守った方が、子どもの成長などにとって良

いと思うから」（62.6％・67.7％）、女性は「家事、育児、介護と両立しながら、妻が働

き続けることは大変だと思うから」（60.0％）が最も高くなっています。 

○県調査と比較すると、市調査では「日本の伝統的な家族の在り方だと思うから」が13.1

ポイント上回り、「家事、育児、介護と両立しながら、妻が働き続けることは大変だと思

うから」が12.4ポイント下回っています。 

○国調査と比較すると、市調査では「夫が外で働いた方が、多くの収入を得られると思う

から」が10.4ポイント上回っています。 

問９-１ 「賛成」「どちらかといえば賛成」の理由 

 【全体・性別】 【県及び国調査との比較】 
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○年代別にみると、20代・30代は「家事、育児、介護と両立しながら、妻が働き続けるこ

とは大変だと思うから」が７割前後、40～80代は「妻が家庭を守った方が、子どもの成

長などにとって良いと思うから」が６割台で、いずれも最も高くなっています。 

問９-１ 「賛成」「どちらかといえば賛成」の理由【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=7 n=22 n=24 n=14 n=29 n=63 n=41 n=5 

日本の伝統的な家族の在り方だと
思うから 

14.3  4.5  8.3  14.3  34.5  36.5  31.7  80.0  

自分の両親も役割分担をしていた
から 

14.3  9.1  20.8  21.4  17.2  22.2  19.5  20.0  

夫が外で働いた方が、多くの収入
を得られると思うから 

14.3  40.9  50.0  35.7  51.7  39.7  43.9  40.0  

妻が家庭を守った方が、子どもの
成長などにとって良いと思うから 

28.6  54.5  62.5  64.3  65.5  65.1  65.9  60.0  

家事、育児、介護と両立しながら、
妻が働き続けることは大変だと思
うから 

71.4  68.2  58.3  57.1  41.4  49.2  48.8  60.0  

その他 0.0  9.1  4.2  21.4  0.0  6.3  4.9  0.0  

特にない 0.0  4.5  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

わからない 0.0  0.0  4.2  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

無回答 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  1.6  0.0  0.0  

  



清須市 

40 

41.7 

14.2 

52.4 

33.7 

76.9 

10.7 

0.3 

0.3 

0.0 

28.8 

15.2 

38.0 

29.1 

75.2 

8.9 

0.2 

0.3 

1.5 

40.0 

16.1 

42.1 

43.3 

***

1.0 

0.4 

0.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  338

県調査

n=  618

国調査

n=1,581

41.7 

14.2 

52.4 

33.7 

76.9 

10.7 

0.3 

0.3 

0.0 

44.6 

14.7 

53.4 

26.5 

81.4 

12.3 

0.0 

0.5 

0.0 

37.4 

13.0 

51.1 

45.0 

70.2 

7.6 

0.8 

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

100.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

男女平等に反すると思うから

自分の両親も外で働いていたから

夫も妻も働いた方が、多くの収入を

得られると思うから

妻が働いて能力を発揮した方が、

個人や社会にとって良いと思うから

家事、育児、介護は妻だけの

役割ではないから

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=338

女性

n=204

男性

n=131

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

○「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方に「どちらかといえば反対」「反対」

の理由をみると、全体・女性・男性いずれも「家事、育児、介護は妻だけの役割ではない

から」が最も高く、次いで「夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られると思うから」と

なっています。 

○県調査と比較すると、市調査では「夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られると思う

から」が14.4ポイント、「男女平等に反すると思うから」が12.9ポイント上回っていま

す。 

○国調査と比較すると、市調査では「夫も妻も働いた方が、多くの収入を得られると思う

から」が10.3ポイント上回っています。 

問９-２ 「どちらかといえば反対」「反対」の理由 

 【全体・性別】 【県及び国調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※本市調査にはなく、県調査及び国調査にある選択肢「固定的

な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから」、

また、国調査のみ選択肢「家事・育児・介護と両立しながら、

妻が働き続けることは可能だと思うから」は省略しています。  
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○いずれの年代も「家事、育児、介護は妻だけの役割ではないから」が最も高くなってい

ます。特に20代で88.2％、30代で83.9％と高く、40代・50代も約８割となっています。 

問９-２ 「どちらかといえば反対」「反対」の理由【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=34 n=62 n=71 n=56 n=60 n=39 n=14 n=1 

男女平等に反すると思うから 38.2  35.5  38.0  46.4  55.0  33.3  42.9  100.0  

自分の両親も外で働いていたから 29.4  22.6  12.7  3.6  11.7  15.4  0.0  0.0  

夫も妻も働いた方が、多くの収入
を得られると思うから 

64.7  61.3  59.2  39.3  50.0  41.0  42.9  100.0  

妻が働いて能力を発揮した方が、個
人や社会にとって良いと思うから 

32.4  41.9  35.2  26.8  30.0  41.0  14.3  0.0  

家事、育児、介護は妻だけの役割
ではないから 

88.2  83.9  78.9  78.6  71.7  66.7  57.1  100.0  

その他 17.6  14.5  7.0  16.1  6.7  7.7  0.0  0.0  

特にない 0.0  0.0  0.0  0.0  1.7  0.0  0.0  0.0  

わからない 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  7.1  0.0  

無回答 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  

  



清須市 

42 

0.5 

1.4 

30.8 

12.3 

39.8 

15.0 

4.7 

3.3 

0.5 

0.9 

0.3 

3.8 

18.4 

56.0 

4.9 

7.3 

0% 25% 50% 75% 100%

Ｇ 子育て（子どもの世話・

しつけ・教育など）

Ｈ 介護（介護の必要な親の

世話・病人の介護など）

n=575

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 該当なし 無回答

0.6 

3.2 

37.7 

28.1 

48.8 

34.0 

5.8 

7.5 

0.6 

2.0 

0.4 

8.7 

6.0 

16.6 

0% 25% 50% 75% 100%

Ｇ 子育て（子どもの世話・

しつけ・教育など）

n=469

Ｈ 介護（介護の必要な親の

世話・病人の介護など）

n=253

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答

（２）家事の分担 

○既婚者（事実婚を含む）の家庭における家事の分担をみると、『Ａ 食事のしたく』～

『Ｆ 家計の管理』は「妻」が最も高く、次いで「夫婦」「夫」となっています。 

また、『Ｇ 子育て』『Ｈ 介護』を行っている家庭では、「夫婦」が最も高く、次いで「妻」

「家族全員」となっています。 

問10 家事の分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】全体の母数から非該当（「該当なし」と回答した方）の人数を除き、割合を再計算したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.1 

7.7 

5.6 

3.3 

4.0 

13.2 

79.0 

59.0 

56.5 

69.9 

50.6 

56.5 

14.1 

26.4 

29.4 

21.4 

39.0 

25.0 

1.6 

3.8 

4.9 

1.7 

3.8 

1.4 

0.9 

0.7 

0.9 

1.4 

0.3 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

2.4 

2.4 

2.8 

2.3 

2.3 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

Ａ 食事のしたく

Ｂ 食事の後かたづけ

・食器洗い

Ｃ 掃除

Ｄ 洗濯

Ｅ 買い物

Ｆ 家計の管理

n=575

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答
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2.1 

2.2 

2.0 

0.0 

79.0 

80.5 

76.8 

100.0 

14.1 

13.2 

15.4 

0.0 

1.6 

1.3 

2.0 

0.0 

0.9 

0.9 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

1.9 

3.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=575

女性

n=318

男性

n=254

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

0.0 

1.1 

1.7 

2.4 

2.8 

3.5 

0.0 

0.0 

66.7 

77.8 

75.4 

79.5 

83.0 

80.9 

81.1 

100.0 

29.2 

18.9 

17.8 

14.5 

8.5 

10.4 

8.1 

0.0 

0.0 

1.1 

0.8 

0.0 

1.9 

2.6 

5.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

5.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

1.1 

1.7 

3.6 

3.8 

2.6 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 24

30代

n= 90

40代

n=118

50代

n= 83

60代

n=106

70代

n=115

80代

n= 37

90歳以上

n=  2

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

① 食事のしたく 

○食事のしたくは、全体では「妻」が79.0％、「夫婦」が14.1％となっています。性別では

「妻」は女性で80.5％、男性で76.8％、「夫婦」は女性で13.2％、男性で15.4％となっ

ています。いずれも「夫」は約2％となっています。 

○年代別では、「妻」は60代で83.0％と最も高く、20代で66.7％と最も低くなっています。

一方、「夫婦」は20代で29.2％と最も高く、80代で8.1％と最も低くなっています。 

問10-Ａ 食事のしたくの分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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7.7 

5.7 

9.8 

50.0 

59.0 

65.7 

50.4 

50.0 

26.4 

23.0 

31.1 

0.0 

3.8 

2.8 

5.1 

0.0 

0.7 

0.6 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.4 

2.2 

2.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=575

女性

n=318

男性

n=254

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

12.5 

8.9 

6.8 

3.6 

11.3 

6.1 

8.1 

0.0 

33.3 

46.7 

58.5 

63.9 

60.4 

68.7 

62.2 

50.0 

50.0 

37.8 

28.8 

25.3 

18.9 

19.1 

21.6 

50.0 

0.0 

4.4 

2.5 

2.4 

6.6 

3.5 

5.4 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

1.2 

0.0 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

2.2 

1.7 

3.6 

2.8 

2.6 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 24

30代

n= 90

40代

n=118

50代

n= 83

60代

n=106

70代

n=115

80代

n= 37

90歳以上

n=  2

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

② 食事の後かたづけ・食器洗い 

○食事の後かたづけ・食器洗いは、全体では「妻」が59.0％、「夫婦」が26.4％、「夫」が

7.7％となっています。性別では「妻」は女性で65.7％、男性で50.4％、「夫婦」は女性

で23.0％、男性で31.1％、「夫」は女性で5.7％、男性で9.8％となっています。 

○年代別にみると、20代では「夫婦」が50.0％と最も高く、次いで「妻」が33.3％、「夫」

が12.5％となり、「夫」の家事への参加が顕著となっています。30代以降は、「妻」が最

も高く、次いで「夫婦」「夫」となっています。また、30～60代は年代が上がるにつれ

「夫婦」が低くなる傾向にあります。 

問10-Ｂ 食事の後かたづけ・食器洗いの分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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5.6 

4.7 

6.7 

0.0 

56.5 

61.9 

50.0 

50.0 

29.4 

25.5 

33.9 

50.0 

4.9 

4.7 

5.1 

0.0 

0.9 

0.9 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.8 

2.2 

3.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=575

女性

n=318

男性

n=254

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

0.0 

3.3 

4.2 

4.8 

6.6 

10.4 

2.7 

0.0 

54.2 

57.8 

58.5 

61.4 

50.9 

57.4 

48.6 

100.0 

41.7 

34.4 

28.8 

25.3 

30.2 

24.3 

35.1 

0.0 

0.0 

3.3 

5.1 

3.6 

8.5 

3.5 

8.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.7 

1.2 

0.9 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

1.1 

1.7 

3.6 

2.8 

4.3 

2.7 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 24

30代

n= 90

40代

n=118

50代

n= 83

60代

n=106

70代

n=115

80代

n= 37

90歳以上

n=  2

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

③ 掃除 

○掃除は、全体では「妻」が56.5％、「夫婦」が29.4％、「夫」が5.6％となっています。性

別では「妻」は女性で61.9％、男性で50.0％、「夫婦」は女性で25.5％、男性で33.9％

となっています。 

○年代別にみると、20～50代は年代が上がるにつれ、「妻」「夫」が高く、「夫婦」が低くな

る傾向にあります。また、40代・60代・80代は、「妻」「夫婦」に次いで「家族全員」が

高くなっています。 

問10-Ｃ 掃除の分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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46 

3.3 

2.2 

4.7 

0.0 

69.9 

71.7 

67.7 

50.0 

21.4 

20.4 

22.4 

50.0 

1.7 

1.9 

1.6 

0.0 

1.4 

1.9 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

1.9 

2.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=575

女性

n=318

男性

n=254

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

0.0 

3.3 

4.2 

2.4 

3.8 

4.3 

0.0 

0.0 

45.8 

60.0 

67.8 

77.1 

69.8 

76.5 

78.4 

100.0 

50.0 

32.2 

20.3 

15.7 

18.9 

16.5 

16.2 

0.0 

0.0 

2.2 

2.5 

1.2 

2.8 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

1.1 

3.4 

0.0 

1.9 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

1.1 

1.7 

3.6 

2.8 

2.6 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 24

30代

n= 90

40代

n=118

50代

n= 83

60代

n=106

70代

n=115

80代

n= 37

90歳以上

n=  2

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

④ 洗濯 

○洗濯は、全体では「妻」が69.9％、「夫婦」が21.4％、「夫」が3.3％となっています。性

別では「妻」は女性で71.7％、男性で67.7％、「夫婦」は女性で20.4％、男性で22.4％

となっています。 

○年代別にみると、20代では「夫婦」が50.0％と最も高く、次いで「妻」が45.8％となっ

ています。30～70代は、「妻」が最も高く、次いで「夫婦」「夫」となっています。また、

80代では、「妻」「夫婦」に次いで「家族全員」が高くなっています。 

問10-Ｄ 洗濯の分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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4.0 

3.5 

4.7 

0.0 

50.6 

56.9 

42.9 

50.0 

39.0 

34.3 

44.5 

50.0 

3.8 

3.1 

4.7 

0.0 

0.3 

0.3 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

1.9 

2.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=575

女性

n=318

男性

n=254

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

8.3 

6.7 

2.5 

1.2 

3.8 

5.2 

2.7 

0.0 

33.3 

55.6 

60.2 

51.8 

48.1 

47.0 

35.1 

50.0 

54.2 

32.2 

28.8 

42.2 

40.6 

42.6 

54.1 

50.0 

0.0 

3.3 

5.9 

1.2 

3.8 

3.5 

8.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

2.2 

1.7 

3.6 

2.8 

1.7 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 24

30代

n= 90

40代

n=118

50代

n= 83

60代

n=106

70代

n=115

80代

n= 37

90歳以上

n=  2

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

⑤ 買い物 

○買い物は、全体では「妻」が50.6％、「夫婦」が39.0％、「夫」が4.0％となっています。

性別では「妻」は女性で56.9％、男性で42.9％、「夫婦」は女性で34.3％、男性で44.5％

となっています。 

○年代別にみると、20代・80代では「夫婦」が最も高く、次いで「妻」となり、20代では

「夫」、80代では「家族全員」と続きます。30～70代は、「妻」が最も高く、次いで「夫

婦」となっています。 

問10-Ｅ 買い物の分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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13.2 

12.6 

13.8 

50.0 

56.5 

56.6 

56.3 

50.0 

25.0 

25.8 

24.4 

0.0 

1.4 

1.6 

1.2 

0.0 

0.2 

0.0 

0.4 

0.0 

0.9 

0.9 

0.8 

0.0 

2.8 

2.5 

3.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=575

女性

n=318

男性

n=254

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

25.0 

13.3 

11.9 

14.5 

10.4 

15.7 

8.1 

0.0 

33.3 

55.6 

61.9 

54.2 

61.3 

54.8 

56.8 

0.0 

33.3 

28.9 

20.3 

24.1 

24.5 

23.5 

29.7 

100.0 

4.2 

1.1 

1.7 

1.2 

0.9 

0.9 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

1.2 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

4.2 

1.1 

1.7 

4.8 

2.8 

4.3 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 24

30代

n= 90

40代

n=118

50代

n= 83

60代

n=106

70代

n=115

80代

n= 37

90歳以上

n=  2

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

⑥ 家計の管理 

○家計の管理は、全体では「妻」が56.5％、「夫婦」が25.0％、「夫」が13.2％となってい

ます。性別では「妻」は女性で56.6％、男性で56.3％、「夫婦」は女性で25.8％、男性

で24.4％、「夫」は女性で12.6％、男性で13.8％となっています。 

○年代別にみると、20代では「夫婦」「妻」がともに33.3％、「夫」が25.0％となっていま

す。30～80代は、「妻」が最も高く、次いで「夫婦」「夫」となっています。 

問10-Ｆ 家計の管理の分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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0.6 

0.4 

1.0 

0.0 

37.7 

41.5 

33.3 

0.0 

48.8 

45.0 

53.1 

100.0 

5.8 

6.5 

4.8 

0.0 

0.6 

0.0 

1.4 

0.0 

0.4 

0.4 

0.5 

0.0 

6.0 

6.2 

5.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=469

女性

n=260

男性

n=207

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

0.0 

1.4 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

35.7 

37.5 

31.5 

44.3 

42.7 

37.8 

32.3 

50.0 

57.1 

55.6 

61.1 

47.1 

41.5 

37.8 

41.9 

50.0 

0.0 

4.2 

2.8 

2.9 

8.5 

11.1 

6.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.2 

0.0 

6.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

3.2 

0.0 

7.1 

1.4 

2.8 

5.7 

6.1 

12.2 

9.7 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 14

30代

n= 72

40代

n=108

50代

n= 70

60代

n= 82

70代

n= 90

80代

n= 31

90歳以上

n=  2

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

⑦ 子育て（子どもの世話・しつけ・教育など） 

○子育ては、全体では「夫婦」が48.8％、「妻」が37.7％、「家族全員」が5.8％となってい

ます。性別では「夫婦」は女性で45.0％、男性で53.1％、「妻」は女性で41.5％、男性

で33.3％となっています。 

○年代別にみると、20～60代・80代では「夫婦」が最も高く、次いで「妻」となっていま

す。70代では「妻」「夫婦」がともに37.8％で最も高く、次いで「家族全員」となってい

ます。 

問10-Ｇ 子育ての分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全体の母数から「子育て」非該当（「該当なし」と回答した方）の人数を除き、割合
を算出しています。  
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3.2 

2.1 

4.7 

28.1 

30.1 

25.2 

34.0 

37.0 

29.9 

7.5 

5.5 

10.3 

2.0 

1.4 

2.8 

8.7 

11.0 

5.6 

16.6 

13.0 

21.5 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=253

女性

n=146

男性

n=107

回答したくない、

わからない、その他

n=  0

0.0 

0.0 

3.3 

6.3 

1.6 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

27.3 

16.7 

33.3 

30.6 

27.8 

29.6 

0.0 

0.0 

18.2 

43.3 

35.4 

37.1 

30.6 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

3.3 

6.3 

11.3 

9.7 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

3.3 

2.1 

1.6 

1.4 

3.7 

0.0 

0.0 

45.5 

20.0 

8.3 

4.8 

2.8 

3.7 

100.0 

100.0 

9.1 

10.0 

8.3 

12.9 

23.6 

25.9 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 2

30代

n=11

40代

n=30

50代

n=48

60代

n=62

70代

n=72

80代

n=27

90歳以上

n= 1

夫 妻 夫婦 家族全員 その他の人 わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

⑧ 介護（介護の必要な親の世話・病人の介護など） 

○介護は、全体では「夫婦」が34.0％、「妻」が28.1％、「家族全員」が7.5％となっていま

す。性別では「夫婦」は女性で37.0％、男性で29.9％、「妻」は女性で30.1％、男性で

25.2％、「家族全員」は女性で5.5％、男性で10.3％となっています。 

○年代別にみると、30代では「妻」が最も高く、次いで「夫婦」、40～80代は、「夫婦」が

最も高く、次いで「妻」となっています。 

問10-Ｈ 介護の分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全体の母数から「介護」非該当（「該当なし」と回答した方）の人数を除き、割合を

算出しています。  

介護該当なし 
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56.4 

23.7 

66.4 

33.5 

53.2 

37.0 

18.5 

23.3 

20.9 

4.1 

2.5 

2.4 

5.6 

1.3 

63.5 

27.0 

67.0 

41.3 

53.8 

43.1 

19.6 

24.6 

23.5 

4.0 

1.1 

1.8 

5.5 

1.1 

46.5 

18.7 

65.7 

22.6 

52.3 

28.7 

16.8 

21.4 

17.1 

3.7 

4.0 

3.4 

5.5 

1.5 

33.3 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

男性が家事などに参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに対する

女性の抵抗感をなくすこと

夫婦が家族間でのコミュニケーションを

よくはかること

夫婦の両親など、まわりの人が

夫婦の役割分担等を尊重すること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、

仕事以外の時間をより多くもてるようにすること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に

関心を高めるよう啓発や情報提供を行うこと

国や地方自治体などの研修等により、

男性の家事や子育て、介護等の技能を高めること

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、

仲間（ネットワーク）作りをすすめること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、

男性が相談しやすい窓口を設けること

その他

すでに参加しているため、必要なことは特にない

必要なことは特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

（３）家事、子育て、介護、地域活動への男性の積極的な参加 

○今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくため

に必要なことは、全体・女性・男性いずれも「夫婦が家族間でのコミュニケーションを

よくはかること」が最も高く、次いで全体・女性は「男性が家事などに参加することに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと」、男性は「労働時間短縮や休暇制度を普及するこ

とで、仕事以外の時間をより多くもてるようにすること」となっています。 

問11 男性の家事、子育て、介護、地域活動への積極的な参加に必要なこと 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

52 

○年代別にみると、20代・40代では「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以

外の時間をより多くもてるようにすること」が最も高く、次いで「夫婦が家族間でのコ

ミュニケーションをよくはかること」となっています。30代・50～80代は「夫婦が家族

間でのコミュニケーションをよくはかること」が最も高く、次いで30代は「労働時間短

縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多くもてるようにすること」、50

～80代は「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」と

なっています。 

問11 男性の家事、子育て、介護、地域活動への積極的な参加に必要なこと 

【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

男性が家事などに参加することに
対する男性自身の抵抗感をなくす
こと 

61.5  52.6  55.5  61.8  61.2  54.4  46.6  75.0  

男性が家事などに参加することに
対する女性の抵抗感をなくすこと 

19.2  19.3  20.5  20.9  29.9  22.8  31.5  50.0  

夫婦が家族間でのコミュニケーシ
ョンをよくはかること 

76.9  76.3  59.6  64.5  70.9  61.7  60.3  87.5  

夫婦の両親など、まわりの人が夫
婦の役割分担等を尊重すること 

46.2  26.3  33.6  30.9  33.6  37.6  30.1  37.5  

労働時間短縮や休暇制度を普及す
ることで、仕事以外の時間をより
多くもてるようにすること 

76.9  73.7  64.4  56.4  53.0  24.8  34.2  62.5  

男性が家事、子育て、介護、地域
活動に関心を高めるよう啓発や情
報提供を行うこと 

28.8  36.8  33.6  40.0  45.5  35.6  28.8  75.0  

国や地方自治体などの研修等によ
り、男性の家事や子育て、介護等
の技能を高めること 

9.6  17.5  15.1  17.3  23.1  17.4  24.7  50.0  

男性が子育てや介護、地域活動を
行うための、仲間（ネットワーク）
作りをすすめること 

21.2  27.2  19.9  23.6  28.4  20.1  17.8  62.5  

家庭や地域活動と仕事の両立など
の問題について、男性が相談しや
すい窓口を設けること 

21.2  21.9  15.8  20.0  26.9  18.1  21.9  50.0  

その他 3.8  7.0  6.2  6.4  1.5  1.3  2.7  0.0  

すでに参加しているため、必要な
ことは特にない 

0.0  1.8  1.4  0.9  3.0  4.7  5.5  0.0  

必要なことは特にない 0.0  0.0  1.4  0.0  1.5  6.0  8.2  0.0  

わからない 0.0  2.6  2.1  6.4  3.0  8.1  17.8  12.5  

無回答 0.0  0.0  0.0  1.8  0.7  2.7  2.7  0.0  
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43.2 

69.7 

8.0 

33.7 

2.7 

1.6 

1.0 

32.7 

76.3 

6.2 

33.0 

2.2 

2.4 

0.9 

58.1 

60.9 

10.4 

34.3 

2.8 

0.6 

1.2 

33.3 

66.7 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

仕事

家庭生活

地域生活

個人の生活

その他

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=3

23.1 

70.5 

7.0 

47.9 

2.4 

2.0 

1.0 

18.2 

69.9 

5.9 

50.3 

2.2 

2.9 

1.1 

30.0 

71.6 

8.3 

44.6 

2.4 

0.9 

0.9 

33.3 

66.7 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

仕事

家庭生活

地域生活

個人の生活

その他

わからない

無回答

（４）生活における優先順位 

○生活の中で、実際に優先しているものは、全体では「家庭生活」（69.7％）が最も高くな

っています。性別では、女性・男性ともに「家庭生活」（76.3％・60.9％）が最も高いも

のの、女性が男性を15.4ポイント上回っています。また、「仕事」（32.7％・58.1％）で

は男性が女性を25.4ポイント上回っています。 

○一方、優先したいものは、全体では「家庭生活」（70.5％）が最も高くなっています。性

別では、女性・男性ともに「家庭生活」（69.9％・71.6％）が最も高く、次いで「個人の

生活」（50.3％・44.6％）、「仕事」（18.2％・30.0％）となっています。「仕事」では男

性が女性を11.8ポイント上回っています。 

○現実と理想の差異をみると、女性では「仕事」で現実が理想を14.5ポイント、「家庭生活」

で6.4ポイント上回っています。また、「個人の生活」で理想が現実を17.3ポイント上回

っています。男性では「仕事」で現実が理想を28.1ポイント上回っています。また、「家

庭生活」で理想が現実を10.7ポイント、「個人の生活」で10.3ポイント上回っています。 

 問12 生活の中で、優先しているもの 問13 生活の中で、優先したいもの 

【全体・性別】 
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○年代別にみると、実際に優先しているものは、いずれの年代も「家庭生活」が最も高く、

次いで20～60代は「仕事」、70代・80代は「個人の生活」となっています。 

○一方、優先したいものは、いずれの年代も「家庭生活」が最も高く、次いで「個人の生

活」となっています。 

○現実と理想の差異をみると、30代では「家庭生活」で理想が現実を11.4ポイント上回っ

ています。また、20～60代では「仕事」で現実が理想を、「個人の生活」で理想が現実を

いずれも大きく上回っています。 

問12 生活の中で、優先しているもの【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

仕事 48.1  57.0  56.8  58.2  47.0  19.5  13.7  12.5  

家庭生活 57.7  71.1  74.7  69.1  73.9  71.1  60.3  37.5  

地域生活 0.0  2.6  0.0  2.7  9.0  21.5  17.8  0.0  

個人の生活 42.3  25.4  29.5  25.5  38.1  40.3  41.1  25.0  

その他 1.9  6.1  3.4  1.8  0.7  0.7  5.5  0.0  

わからない 0.0  0.9  0.7  0.9  0.0  3.4  4.1  25.0  

無回答 0.0  0.0  0.0  0.9  0.7  2.0  2.7  0.0  

問13 生活の中で、優先したいもの【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

仕事 25.0  27.2  30.1  27.3  25.4  14.1  11.0  12.5  

家庭生活 59.6  82.5  78.8  66.4  72.4  67.8  54.8  37.5  

地域生活 0.0  5.3  1.4  4.5  5.2  14.8  17.8  0.0  

個人の生活 57.7  42.1  50.7  52.7  48.5  45.6  41.1  50.0  

その他 1.9  5.3  2.7  1.8  2.2  0.7  2.7  0.0  

わからない 1.9  1.8  0.0  0.9  0.7  2.7  8.2  12.5  

無回答 0.0  0.0  0.0  1.8  0.7  2.0  1.4  0.0  
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43.2 

69.7 

8.0 

33.7 

2.7 

1.6 

1.0 

42.2 

66.1 

6.4 

32.7 

1.3 

3.1 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

仕事

家庭生活

地域生活

個人の生活

その他

わからない

無回答

R3調査

n=789

H25調査

n=716

23.1 

70.5 

7.0 

47.9 

2.4 

2.0 

1.0 

21.9 

73.0 

10.9 

39.7 

1.0 

4.3 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

仕事

家庭生活

地域生活

個人の生活

その他

わからない

無回答

R3調査

n=789

H25調査

n=716

32.7 

76.3 

6.2 

33.0 

2.2 

2.4 

0.9 

34.1 

74.4 

4.4 

29.0 

1.3 

2.3 

1.0 

0% 25% 50% 75% 100%

仕事

家庭生活

地域生活

個人の生活

その他

わからない

無回答

R3調査

n=455

H25調査

n=390

18.2 

69.9 

5.9 

50.3 

2.2 

2.9 

1.1 

18.2 

75.9 

7.7 

38.7 

1.0 

3.8 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

仕事

家庭生活

地域生活

個人の生活

その他

わからない

無回答

R3調査

n=455

H25調査

n=390

○H25調査と比較すると、全体では、「個人の生活」で現実と理想の差異が7.0ポイントか

ら14.2ポイントと大きくなっています。 

○女性でも、「個人の生活」で現実と理想の差異が9.7ポイントから17.3ポイントと大きく

なっています。 

 問12 生活の中で、優先しているもの 問13 生活の中で、優先したいもの 

（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性】 
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58.1 

60.9 

10.4 

34.3 

2.8 

0.6 

1.2 

54.4 

56.1 

8.8 

37.8 

0.7 

3.1 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

仕事

家庭生活

地域生活

個人の生活

その他

わからない

無回答

R3調査

n=327

H25調査

n=294

30.0 

71.6 

8.3 

44.6 

2.4 

0.9 

0.9 

26.9 

70.4 

14.6 

42.2 

0.3 

4.1 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

仕事

家庭生活

地域生活

個人の生活

その他

わからない

無回答

R3調査

n=327

H25調査

n=294

○男性では、「個人の生活」で現実と理想の差異が4.4ポイントから10.3ポイントと大きく

なっています。 

 問12 生活の中で、優先しているもの 問13 生活の中で、優先したいもの 

（経年比較） 

【男性】 
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10.4 

4.4 

18.7 

0.0 

10.1 

0.9 

22.9 

0.0 

18.3 

11.4 

27.8 

0.0 

28.0 

32.1 

22.6 

33.3 

15.7 

24.4 

3.7 

33.3 

15.5 

24.6 

2.4 

33.3 

2.0 

2.2 

1.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

15.4 

4.4 

4.8 

6.4 

8.2 

16.1 

23.3 

37.5 

11.5 

9.6 

11.6 

10.9 

14.2 

5.4 

8.2 

0.0 

21.2 

19.3 

13.0 

15.5 

18.7 

20.8 

21.9 

25.0 

26.9 

25.4 

28.1 

24.5 

29.9 

32.9 

26.0 

25.0 

9.6 

10.5 

19.2 

25.5 

17.2 

14.1 

9.6 

0.0 

15.4 

30.7 

23.3 

15.5 

10.4 

5.4 

6.8 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

1.5 

5.4 

4.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

まったく

関わっていない

30分未満 30分～

１時間未満

１時間～

３時間未満

３時間～

５時間未満

５時間以上 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

（５）家事・育児・介護に携わる時間 

○平日に家事・育児・介護などに携わる平均的な時間は、全体では「１時間～３時間未満」

（28.0％）で最も高くなっています。性別では、女性は「１時間～３時間未満」（32.1％）、

男性は「30分～１時間未満」（27.8％）が最も高くなっています。また、『３時間以上』

は、女性が49.0％と約半数を占めるのに対し、男性は6.1％と42.9ポイントの差があり

ます。 

○年代別では、30代で「５時間以上」、50代で「３時間～５時間未満」、20代・40代・60

～80代で「１時間～３時間未満」が最も高くなっています。また、30～50代で『３時間

以上』が４割を超えています。 

※『３時間以上』：「３時間～５時間未満」+「５時間以上」 

問14 平日に家事・育児・介護などに携わる平均的な時間 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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10.4 

17.5 

10.1 

9.8 

18.3 

11.5 

28.0 

21.8 

15.7 

12.6 

15.5 

14.2 

2.0 

12.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

18.7 

28.6 

22.9 

20.4 

27.8 

19.0 

22.6 

17.3 

3.7 

1.0 

2.4 

1.0 

1.8 

12.6 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

まったく

関わっていない

30分未満 30分～

１時間未満

１時間～

３時間未満

３時間～

５時間未満

５時間以上 無回答

4.4 

8.2 

0.9 

2.1 

11.4 

5.6 

32.1 

25.1 

24.4 

21.8 

24.6 

25.1 

2.2 

12.1 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

○H25調査と比較すると、全体では「30分～１時間未満」が6.8ポイント、「１時間～３時

間未満」が6.2ポイント上回り、「まったく関わっていない」が7.1ポイント下回っていま

す。性別では、女性は「１時間～３時間未満」が7.0ポイント、「30分～１時間未満」が

5.8ポイント上回っています。男性は「30分～１時間未満」が8.8ポイント、「１時間～３

時間未満」が5.3ポイント上回り、「まったく関わっていない」が9.9ポイント下回ってい

ます。 

問14 平日に家事・育児・介護などに携わる平均的な時間（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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4.4 

3.2 

27.2 

2.2 

16.2 

2.5 

8.2 

6.1 

13.7 

4.2 

14.8 

2.5 

10.1 

9.4 

5.1 

9.9 

6.2 

5.6 

18.3 

16.9 

2.3 

16.2 

4.3 

8.4 

19.9 

26.6 

1.0 

20.8 

3.3 

38.1 

36.1 

35.1 

46.9 

43.3 

50.7 

39.7 

2.9 

2.8 

3.8 

3.4 

4.4 

3.2 

0% 25% 50% 75% 100%

Ａ 地域役員や催しものの

企画、決定

Ｂ 集会などの運営、

取り仕切り

Ｃ 集会などでのお茶くみ、

調理

Ｄ 祭りや葬儀の運営、

取り仕切り

Ｅ ＰＴＡや保護者会の

運営、取り仕切り

Ｆ 会長などの役職

n=789

主に女性が

担当している

女性が多いが

男性も分担している

男性と女性が

同程度

男性が多いが

女性も分担している

主に男性が

担当している

わからない 無回答

４ 地域や社会との関わり 

（１）地域活動における役割分担 

○地域活動での役割分担をみると、『女性中心』は「Ｃ 集会などでのお茶くみ、調理」が

40.9％、「Ｅ ＰＴＡや保護者会の運営、取り仕切り」が31.0％となっています。一方、

『男性中心』は「Ｆ 会長などの役職」が46.5％、「Ｂ 集会などの運営、取り仕切り」

が43.5％、「Ａ 地域役員や催しものの企画、決定」が38.2％、「Ｄ 祭りや葬儀の運営、

取り仕切り」が37.0％となっています。また、『同程度』は「Ａ 地域役員や催しものの

企画、決定」が10.1％で最も高くなっています。 

※『女性中心』：「主に女性が担当している」+「女性が多いが男性も分担している」 

『男性中心』：「主に男性が担当している」+「男性が多いが女性も分担している」 

『同程度』：「男性と女性が同程度」 

問15 地域活動での役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

60 

4.4 

3.7 

5.5 

0.0 

8.2 

7.9 

8.9 

0.0 

10.1 

9.0 

11.3 

33.3 

18.3 

18.9 

17.1 

0.0 

19.9 

20.4 

19.0 

33.3 

36.1 

36.9 

35.5 

33.3 

2.9 

3.1 

2.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

3.8 

6.1 

6.2 

2.7 

3.0 

4.7 

4.1 

0.0 

1.9 

4.4 

12.3 

10.9 

12.7 

5.4 

5.5 

0.0 

7.7 

10.5 

9.6 

10.9 

8.2 

11.4 

13.7 

0.0 

9.6 

8.8 

11.6 

19.1 

24.6 

23.5 

27.4 

25.0 

5.8 

13.2 

14.4 

22.7 

23.1 

29.5 

20.5 

25.0 

71.2 

56.1 

45.9 

32.7 

26.1 

20.1 

16.4 

50.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.9 

2.2 

5.4 

12.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

主に女性が

担当している

女性が多いが

男性も分担している

男性と女性が

同程度

男性が多いが

女性も分担している

主に男性が

担当している

わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

① 地域役員や催しものの企画、決定 

○「地域役員や催しものの企画、決定」は、全体では『男性中心』が38.2％、『女性中心』

が12.6％、『同程度』が10.1％となっています。性別では、『男性中心』は女性で39.3％、

男性で36.1％、『女性中心』は女性で11.6％、男性で14.4％、『同程度』は女性で9.0％、

男性で11.3％となっています。 

○年代別では、いずれの年代も『男性中心』が高く、70代では53.0％と５割を超えていま

す。 

問15-Ａ 「地域役員や催しものの企画、決定」の役割分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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1.9 

6.1 

4.1 

1.8 

1.5 

4.0 

1.4 

0.0 

3.8 

5.3 

10.3 

4.5 

9.7 

2.0 

5.5 

0.0 

5.8 

8.8 

8.9 

10.9 

9.7 

9.4 

12.3 

0.0 

5.8 

7.0 

13.7 

22.7 

25.4 

15.4 

24.7 

25.0 

11.5 

15.8 

20.5 

27.3 

27.6 

43.6 

27.4 

25.0 

71.2 

56.1 

42.5 

31.8 

23.1 

21.5 

16.4 

50.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.9 

3.0 

4.0 

12.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

主に女性が

担当している

女性が多いが

男性も分担している

男性と女性が

同程度

男性が多いが

女性も分担している

主に男性が

担当している

わからない 無回答

3.2 

2.4 

4.3 

0.0 

6.1 

5.3 

7.3 

0.0 

9.4 

9.0 

9.5 

33.3 

16.9 

17.6 

15.9 

0.0 

26.6 

26.8 

26.0 

33.3 

35.1 

36.3 

33.9 

33.3 

2.8 

2.6 

3.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

② 集会などの運営、取り仕切り 

○「集会などの運営、取り仕切り」は、全体では『男性中心』が43.5％、『同程度』が9.4％、

『女性中心』が9.3％となっています。性別では、『男性中心』は女性で44.4％、男性で

41.9％、『女性中心』は女性で7.7％、男性で11.6％、『同程度』は女性で9.0％、男性で

9.5％となっています。 

○年代別では、いずれの年代も『男性中心』が高く、50～80代では５割を超え、70代では

59.0％と最も高くなっています。 

問15-Ｂ 「集会などの運営、取り仕切り」の役割分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

62 

19.2 

20.2 

24.7 

30.0 

26.9 

32.2 

35.6 

25.0 

5.8 

5.3 

13.7 

13.6 

19.4 

16.1 

16.4 

25.0 

3.8 

3.5 

5.5 

7.3 

4.5 

4.7 

6.8 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

5.5 

0.7 

4.7 

2.7 

0.0 

0.0 

0.9 

1.4 

0.0 

0.7 

2.0 

1.4 

0.0 

71.2 

67.5 

54.8 

41.8 

44.0 

34.2 

20.5 

50.0 

0.0 

0.9 

0.0 

1.8 

3.7 

6.0 

16.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

主に女性が

担当している

女性が多いが

男性も分担している

男性と女性が

同程度

男性が多いが

女性も分担している

主に男性が

担当している

わからない 無回答

27.2 

31.2 

21.7 

33.3 

13.7 

10.8 

17.7 

0.0 

5.1 

5.7 

4.3 

0.0 

2.3 

1.8 

2.8 

0.0 

1.0 

0.4 

1.8 

0.0 

46.9 

46.2 

48.0 

66.7 

3.8 

4.0 

3.7 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、１％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

③ 集会などでのお茶くみ、調理 

○「集会などでのお茶くみ、調理」は、全体では『女性中心』が40.9％、『同程度』が5.1％、

『男性中心』が3.3％となっています。性別では、『女性中心』は女性で42.0％、男性で

39.4％、『同程度』は女性で5.7％、男性で4.3％、『男性中心』は女性で2.2％、男性で

4.6％となっています。 

○年代別では、いずれの年代も『女性中心』が高く、年代が上がるにつれ割合が高くなり、

80代では52.0％と最も高くなっています。 

問15-Ｃ 「集会などでのお茶くみ、調理」の役割分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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1.9 

5.3 

2.1 

2.7 

1.5 

1.3 

0.0 

0.0 

1.9 

0.9 

8.9 

5.5 

3.7 

4.0 

1.4 

0.0 

9.6 

7.9 

8.9 

8.2 

10.4 

9.4 

19.2 

0.0 

9.6 

7.0 

8.9 

18.2 

22.4 

22.1 

21.9 

37.5 

9.6 

10.5 

18.5 

25.5 

23.1 

27.5 

24.7 

12.5 

67.3 

67.5 

52.7 

38.2 

34.3 

30.2 

20.5 

50.0 

0.0 

0.9 

0.0 

1.8 

4.5 

5.4 

12.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

主に女性が

担当している

女性が多いが

男性も分担している

男性と女性が

同程度

男性が多いが

女性も分担している

主に男性が

担当している

わからない 無回答

2.2 

1.8 

2.8 

0.0 

4.2 

3.7 

4.9 

0.0 

9.9 

9.0 

10.7 

0.0 

16.2 

16.9 

15.6 

0.0 

20.8 

20.2 

21.4 

33.3 

43.3 

44.6 

41.6 

66.7 

3.4 

3.7 

3.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

④ 祭りや葬儀の運営、取り仕切り 

○「祭りや葬儀の運営、取り仕切り」は、全体では『男性中心』が37.0％、『同程度』が9.9％、

『女性中心』が6.4％となっています。性別では、『男性中心』は女性で37.1％、男性で

37.0％、『同程度』は女性で9.0％、男性で10.7％、『女性中心』は女性で5.5％、男性で

7.7％となっています。 

○年代別では、いずれの年代も『男性中心』が高く、50～80代では４割を超え、70代で

49.6％と最も高くなっています。 

問15-Ｄ 「祭りや葬儀の運営、取り仕切り」の役割分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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11.5 

18.4 

24.7 

24.5 

11.2 

9.4 

11.0 

0.0 

9.6 

11.4 

21.2 

16.4 

19.4 

12.1 

6.8 

12.5 

3.8 

4.4 

4.8 

8.2 

6.0 

4.7 

12.3 

12.5 

1.9 

0.9 

1.4 

6.4 

6.0 

6.0 

8.2 

0.0 

3.8 

0.9 

4.1 

1.8 

3.7 

1.3 

9.6 

12.5 

69.2 

63.2 

43.8 

40.9 

49.3 

57.0 

37.0 

62.5 

0.0 

0.9 

0.0 

1.8 

4.5 

9.4 

15.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

主に女性が

担当している

女性が多いが

男性も分担している

男性と女性が

同程度

男性が多いが

女性も分担している

主に男性が

担当している

わからない 無回答

16.2 

17.4 

14.4 

33.3 

14.8 

14.3 

15.6 

33.3 

6.2 

6.8 

4.9 

0.0 

4.3 

4.0 

4.9 

0.0 

3.3 

3.1 

3.7 

0.0 

50.7 

49.9 

52.6 

33.3 

4.4 

4.6 

4.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

⑤ ＰＴＡや保護者会の運営、取り仕切り 

○「ＰＴＡや保護者会の運営、取り仕切り」は、全体では『女性中心』が31.0％、『男性中

心』が7.6％、『同程度』が6.2％となっています。性別では、『女性中心』は女性で31.7％、

男性で30.0％、『男性中心』は女性で7.1％、男性で8.6％、『同程度』は女性で6.8％、男

性で4.9％となっています。 

○年代別では、20～70代では『女性中心』が高く、40代・50代では４割を超え、40代で

45.9％と最も高くなっています。80代では『女性中心』『男性中心』がともに17.8％と

なっています。 

問15-Ｅ 「ＰＴＡや保護者会の運営、取り仕切り」の役割分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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3.8 

4.4 

2.7 

2.7 

0.0 

2.7 

2.7 

0.0 

0.0 

0.9 

5.5 

6.4 

0.7 

2.0 

0.0 

0.0 

3.8 

4.4 

9.6 

8.2 

5.2 

2.7 

4.1 

0.0 

3.8 

3.5 

7.5 

8.2 

12.7 

8.7 

12.3 

12.5 

11.5 

23.7 

34.2 

40.9 

44.0 

51.0 

45.2 

37.5 

76.9 

62.3 

40.4 

32.7 

33.6 

28.2 

21.9 

50.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.9 

3.7 

4.7 

13.7 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

主に女性が

担当している

女性が多いが

男性も分担している

男性と女性が

同程度

男性が多いが

女性も分担している

主に男性が

担当している

わからない 無回答

2.5 

2.6 

2.4 

0.0 

2.5 

2.6 

2.4 

0.0 

5.6 

6.4 

4.6 

0.0 

8.4 

7.0 

9.5 

33.3 

38.1 

39.8 

35.8 

33.3 

39.7 

38.0 

42.5 

33.3 

3.2 

3.5 

2.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

⑥ 会長などの役職 

○「会長などの役職」は、全体では『男性中心』が46.5％、『同程度』が5.6％、『女性中心』

が5.0％となっています。性別では、『男性中心』は女性で46.8％、男性で45.3％、『女性

中心』は女性で5.2％、男性で4.8％、『同程度』は女性で6.4％、男性で4.6％となってい

ます。 

○年代別では、いずれの年代も『男性中心』が高く、60～80代では５割を超え、70代で

59.7％と最も高くなっています。 

問15-Ｆ 「会長などの役職」の役割分担 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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26.4 

25.7 

27.2 

33.3 

67.2 

68.6 

65.7 

66.7 

6.5 

5.7 

7.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

0.0 

14.9 

22.6 

31.8 

32.8 

40.3 

23.3 

12.5 

98.1 

80.7 

74.0 

62.7 

61.9 

50.3 

60.3 

87.5 

1.9 

4.4 

3.4 

5.5 

5.2 

9.4 

16.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

している していない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

（２）地域活動における男女共同参画 

① 地域活動への参加状況 

○地域活動への参加状況をみると、全体では「していない」が67.2％、「している」が26.4％

となり、「していない」が「している」を40.8ポイント上回っています。性別では、「し

ていない」は女性で68.6％、男性で65.7％、「している」は女性で25.7％、男性で27.2％

となっています。 

○年代別では、20代で「していない」が98.1％と最も高く、30～70代は年代が上がるにつ

れ、「していない」が低くなり、70代で50.3％となっています。 

問16 地域活動への参加状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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26.4 

30.7 

67.2 

66.5 

6.5 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

R3年度

n=789

H25年度

n=716

25.7 

31.0 

68.6 

66.2 

5.7 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

R3年度

n=455

H25年度

n=390

27.2 

31.6 

65.7 

66.7 

7.0 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3年度

n=327

H25年度

n=294

している していない 無回答

○H25調査と比較すると、R3調査では「していない」が全体・女性でやや高くなり、男性

でやや低くなっています。また、「している」が全体・女性・男性いずれも低くなり、特

に女性で5.3ポイント下回っています。 

問16 地域活動への参加状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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17.3 

32.2 

38.5 

25.0 

15.9 

28.8 

1.9 

11.5 

0.5 

20.5 

29.9 

35.0 

22.2 

20.5 

27.4 

1.7 

12.8 

0.9 

13.5 

36.0 

43.8 

29.2 

10.1 

29.2 

2.2 

10.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

女性のみがお茶くみや片づけなどの

雑務をしている

仕事を持つ男性の地域活動への

参画が少ない

役職者には男性が就き、女性は補助的な

役割であることが多い

女性が役職に就きたがらない

女性が発言しづらい、表に出づらい

雰囲気がある

不平等であると感じることはない

その他

わからない

無回答

全体

n=208

女性

n=117

男性

n= 89

回答したくない、

わからない、その他

n=  1

② 地域活動の中での男女不平等 

○地域活動に参加する中で、男女不平等であると感じることは、全体では「役職者には男

性が就き、女性は補助的な役割であることが多い」が38.5％と最も高くなっています。

性別でも、男女ともに「役職者には男性が就き、女性は補助的な役割であることが多い」

が最も高くなっています。また、「女性が発言しづらい、表に出づらい雰囲気がある」で

は女性が10.4ポイント、「役職者には男性が就き、女性は補助的な役割であることが多い」

では男性が8.8ポイント上回っています。 

問16-１ 地域活動の中で、男女不平等であると感じること 

【全体・性別】 
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○年代別では、30～70代で「役職者には男性が就き、女性は補助的な役割であることが多

い」、さらに、30代では「女性のみがお茶くみや片づけなどの雑務をしている」、60代で

は「仕事を持つ男性の地域活動への参画が少ない」が最も高くなっています。また、80

代では「不平等であると感じることはない」が最も高くなっています。 

問16-１ 地域活動の中で、男女不平等であると感じること【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=0 n=17 n=33 n=35 n=44 n=60 n=17 n=1 

女性のみがお茶くみや片づけなど
の雑務をしている 

0.0  29.4  15.2  25.7  4.5  18.3  23.5  0.0  

仕事を持つ男性の地域活動への
参画が少ない 

0.0  17.6  24.2  28.6  43.2  35.0  35.3  0.0  

役職者には男性が就き、女性は
補助的な役割であることが多い 

0.0  29.4  39.4  34.3  43.2  43.3  29.4  0.0  

女性が役職に就きたがらない 0.0  17.6  21.2  17.1  29.5  30.0  29.4  0.0  

女性が発言しづらい、表に出づら
い雰囲気がある 

0.0  11.8  9.1  25.7  13.6  18.3  11.8  0.0  

不平等であると感じることはない 0.0  11.8  21.2  20.0  29.5  35.0  52.9  0.0  

その他 0.0  5.9  6.1  2.9  0.0  0.0  0.0  0.0  

わからない 0.0  29.4  18.2  8.6  4.5  10.0  5.9  100.0  

無回答 0.0  0.0  0.0  0.0  2.3  0.0  0.0  0.0  

  



清須市 

70 

17.3 

32.2 

38.5 

25.0 

15.9 

28.8 

1.9 

11.5 

0.5 

25.9 

47.7 

42.3 

27.3 

20.0 

***

5.5 

12.7 

6.4 

0% 25% 50% 75% 100%

女性のみがお茶くみや

片づけなどの雑務をしている

仕事を持つ男性の地域活動への

参画が少ない

役職者には男性が就き、女性は

補助的な役割であることが多い

女性が役職に就きたがらない

女性が発言しづらい、

表に出づらい雰囲気がある

不平等であると感じることはない

その他

わからない

無回答

R3調査

n=208

H25調査

n=220

20.5 

29.9 

35.0 

22.2 

20.5 

27.4 

1.7 

12.8 

0.9 

36.4 

40.5 

37.2 

24.8 

24.8 

***

5.8 

11.6 

9.9 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=117

H25調査

n=121

13.5 

36.0 

43.8 

29.2 

10.1 

29.2 

2.2 

10.1 

0.0 

12.9 

57.0 

47.3 

30.1 

12.9 

***

4.3 

15.1 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=89

H25調査

n=93

○H25調査と比較すると、R3調査では「仕事を持つ男性の地域活動への参画が少ない」が

全体・女性・男性いずれも低くなり、男性で21.0ポイント、女性で10.6ポイント下回っ

ています。また、「女性のみがお茶くみや片づけなどの雑務をしている」が全体・女性で

低くなり、女性で15.9ポイント下回っています。 

問16-１ 地域活動の中で、男女不平等であると感じること（経年比較） 

 【全体】 【女性】 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※R3調査の選択肢「不平等であると感じることはない」は、H25調査にはありません。 
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14.0 

5.7 

35.5 

14.7 

1.5 

24.2 

17.0 

17.2 

29.4 

14.9 

0.6 

15.7 

6.1 

34.9 

16.0 

1.9 

24.0 

19.2 

17.3 

28.5 

14.7 

1.0 

11.6 

5.1 

36.3 

12.6 

0.9 

23.7 

14.0 

16.7 

30.7 

15.3 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

自分に適した活動がない

経済的な余裕がない

時間に余裕がない

一緒に参加する仲間がいない

家族の協力がない

人間関係がわずらわしい

健康や体力に自信がない

地域活動に関心がない

特に理由はない

その他

無回答

全体

n=530

女性

n=312

男性

n=215

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

③ 地域活動に参加していない理由 

○地域活動に参加していない理由をみると、全体では「時間に余裕がない」が35.5％と最

も高くなっています。性別でも、男女ともに「時間に余裕がない」が最も高く、女性で

34.9％、男性で36.3％となっています。 

問16-２ 地域活動に参加していない理由 

【全体・性別】 
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72 

○年代別にみると、20～50代で「時間に余裕がない」が最も高く、50代で50.7％となって

います。70代・80代では「健康や体力に自信がない」が最も高く、80代で61.4％となっ

ています。 

問16-２ 地域活動に参加していない理由【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=51 n=92 n=108 n=69 n=83 n=75 n=44 n=7 

自分に適した活動がない 15.7  9.8  12.0  8.7  22.9  20.0  9.1  0.0  

経済的な余裕がない 7.8  7.6  4.6  10.1  4.8  2.7  2.3  0.0  

時間に余裕がない 45.1  44.6  42.6  50.7  34.9  14.7  6.8  0.0  

一緒に参加する仲間がいない 17.6  13.0  14.8  13.0  16.9  12.0  18.2  0.0  

家族の協力がない 2.0  1.1  0.9  1.4  2.4  2.7  0.0  0.0  

人間関係がわずらわしい 25.5  17.4  25.0  29.0  25.3  29.3  18.2  0.0  

健康や体力に自信がない 2.0  4.3  6.5  8.7  12.0  40.0  61.4  71.4  

地域活動に関心がない 25.5  22.8  13.9  21.7  18.1  16.0  0.0  0.0  

特に理由はない 29.4  27.2  25.0  24.6  36.1  33.3  31.8  42.9  

その他 11.8  22.8  23.1  13.0  9.6  8.0  9.1  0.0  

無回答 0.0  0.0  0.0  1.4  0.0  1.3  2.3  0.0  
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14.0 

5.7 

35.5 

14.7 

1.5 

24.2 

17.0 

17.2 

29.4 

14.9 

0.6 

13.9 

10.1 

45.4 

14.5 

0.8 

23.3 

15.8 

14.1 

26.3 

6.5 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

自分に適した活動がない

経済的な余裕がない

時間に余裕がない

一緒に参加する仲間がいない

家族の協力がない

人間関係がわずらわしい

健康や体力に自信がない

地域活動に関心がない

特に理由はない

その他

無回答

R3調査

n=530

H25調査

n=476

15.7 

6.1 

34.9 

16.0 

1.9 

24.0 

19.2 

17.3 

28.5 

14.7 

1.0 

13.6 

8.9 

40.7 

11.6 

1.2 

24.0 

18.6 

13.6 

27.5 

6.6 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=312

H25調査

n=258

11.6 

5.1 

36.3 

12.6 

0.9 

23.7 

14.0 

16.7 

30.7 

15.3 

0.0 

14.3 

11.7 

52.6 

17.9 

0.5 

23.5 

12.2 

16.3 

23.0 

5.6

0.5

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=215

H25調査

n=196

○H25調査と比較すると、R3調査では「時間に余裕がない」が全体・女性・男性いずれも

低くなり、男性で16.3ポイント下回っています。 

問16-２ 地域活動に参加していない理由（経年比較） 

 【全体】 【女性】 【男性】 
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32.1 

40.8 

30.8 

14.1 

25.2 

5.7 

9.5 

16.5 

3.4 

39.3 

49.8 

34.7 

15.4 

16.2 

3.3 

8.3 

7.8 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

32.1 

40.8 

30.8 

14.1 

25.2 

5.7 

9.5 

16.5 

3.4 

34.7 

45.1 

30.1 

14.5 

23.1 

6.4 

8.1 

17.6 

3.5 

28.4 

34.9 

31.8 

13.1 

27.8 

4.9 

11.6 

15.3 

3.1 

0.0 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

女性が地域活動のリーダーになることに

対する女性自身の抵抗感をなくすこと

女性が地域活動のリーダーになることに

対する男性の抵抗感をなくすこと

社会の中で、女性が地域活動のリーダーに

なることについて、その評価を高めること

女性が地域活動のリーダーになることに

ついて、啓発や情報提供・研修を行うこと

女性が地域活動のリーダーに一定の割合で

なるような取り組みを進めること

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

④ 女性が地域活動のリーダーとなるために必要なこと 

○女性が地域活動のリーダーとなるために必要なことは、全体では「女性が地域活動のリー

ダーになることに対する男性の抵抗感をなくすこと」が最も高くなっています。性別で

も、男女ともに「女性が地域活動のリーダーになることに対する男性の抵抗感をなくす

こと」が最も高くなっていますが、女性が男性を10.2ポイント上回っています。 

○県調査と比較すると、市調査の「女性が地域活動のリーダーに一定の割合でなるような

取り組みを進めること」は9.0ポイント上回り、「女性が地域活動のリーダーになること

に対する男性の抵抗感をなくすこと」は9.0ポイント下回っています。 

問17 女性が地域活動のリーダーとなるために必要なこと 

 【全体・性別】 【県調査との比較】 
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○年代別にみると、20～70代では「女性が地域活動のリーダーになることに対する男性の

抵抗感をなくすこと」が最も高く、20代・40～60代では４割を超えています。80代では

「女性が地域活動のリーダーに一定の割合でなるような取り組みを進めること」が最も

高くなっています。 

問17 女性が地域活動のリーダーとなるために必要なこと【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

女性が地域活動のリーダーになる
ことに対する女性自身の抵抗感を
なくすこと 

34.6  29.8  30.8  39.1  33.6  31.5  19.2  62.5  

女性が地域活動のリーダーになる
ことに対する男性の抵抗感をなく
すこと 

48.1  38.6  44.5  47.3  47.0  32.9  21.9  75.0  

社会の中で、女性が地域活動のリ
ーダーになることについて、その
評価を高めること 

28.8  32.5  32.9  36.4  35.8  22.8  21.9  50.0  

女性が地域活動のリーダーになる
ことについて、啓発や情報提供・
研修を行うこと 

11.5  9.6  11.6  11.8  17.2  15.4  17.8  50.0  

女性が地域活動のリーダーに一定
の割合でなるような取り組みを進
めること 

32.7  17.5  17.8  21.8  31.3  27.5  32.9  50.0  

その他 7.7  11.4  4.8  8.2  6.0  2.0  1.4  0.0  

特にない 3.8  7.9  11.6  10.0  9.0  11.4  9.6  0.0  

わからない 17.3  18.4  11.6  12.7  11.2  20.1  30.1  25.0  

無回答 0.0  2.6  1.4  0.9  2.2  5.4  12.3  0.0  
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28.0 

52.9 

12.5 

20.7 

27.0 

28.3 

2.7 

1.9 

22.8 

3.0 

23.7 

51.4 

8.6 

19.8 

27.9 

25.1 

1.5 

1.8 

25.3 

2.9 

33.9 

54.7 

18.0 

21.7 

25.7 

33.0 

4.3 

2.1 

19.3 

3.1 

0.0 

66.7 

0.0 

0.0 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

防災対策に男女共同参画の支援を反映させるため、

防災会議における女性委員の割合を高めること

避難所運営に男女双方の視点を反映するよう、

男女それぞれの責任者を配置すること

女性の消防団への入団を促進すること

市民、消防団、自治防災組織などを対象とした

研修訓練の実施にあたり、男女共同参画の

視点からの内容を盛り込むこと

地域防災計画や避難所運営マニュアルに

男女共同参画の支援を、より具体的に記述すること

地域の防災を担う女性リーダーなどの人材を

育成すること

必要なことは特にない

その他

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

⑤ 防災分野における男女共同参画 

○防災分野における男女共同参画の推進のために必要なことは、全体・女性・男性いずれ

も「避難所運営に男女双方の視点を反映するよう、男女それぞれの責任者を配置するこ

と」が５割を超え、最も高くなっています。 

問18 防災分野における男女共同参画の推進のために必要なこと 

【全体・性別】 
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○年代別にみると、20～80代で「避難所運営に男女双方の視点を反映するよう、男女それ

ぞれの責任者を配置すること」が最も高く、20代・60代では６割を超えています。 

問18 防災分野における男女共同参画の推進のために必要なこと【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

防災対策に男女共同参画の支援を
反映させるため、防災会議におけ
る女性委員の割合を高めること 

30.8  19.3  25.3  29.1  35.1  30.2  21.9  50.0  

避難所運営に男女双方の視点を反
映するよう、男女それぞれの責任
者を配置すること 

67.3  50.9  52.1  52.7  60.4  48.3  43.8  37.5  

女性の消防団への入団を促進する
こと 

7.7  8.8  13.7  20.0  13.4  7.4  15.1  25.0  

市民、消防団、自治防災組織など
を対象とした研修訓練の実施にあ
たり、男女共同参画の視点からの
内容を盛り込むこと 

21.2  19.3  17.8  20.0  25.4  18.1  21.9  37.5  

地域防災計画や避難所運営マニュ
アルに男女共同参画の支援を、よ
り具体的に記述すること 

30.8  17.5  26.0  30.0  35.8  25.5  23.3  37.5  

地域の防災を担う女性リーダーな
どの人材を育成すること 

21.2  25.4  26.7  27.3  39.6  30.2  17.8  25.0  

必要なことは特にない 1.9  1.8  2.1  2.7  2.2  3.4  5.5  0.0  

その他 1.9  2.6  3.4  2.7  0.0  2.0  0.0  0.0  

わからない 11.5  21.9  21.2  24.5  15.7  26.8  34.2  50.0  

無回答 0.0  2.6  2.1  0.9  2.2  4.7  8.2  0.0  
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26.4 

40.2 

48.3 

14.4 

18.0 

43.5 

58.9 

56.1 

29.9 

2.5 

4.3 

3.8 

2.4 

31.0 

47.3 

61.5 

18.6 

21.6 

44.6 

58.6 

56.8 

34.3 

2.0 

1.5 

0.9 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

26.4 

40.2 

48.3 

14.4 

18.0 

43.5 

58.9 

56.1 

29.9 

2.5 

4.3 

3.8 

2.4 

21.8 

41.1 

42.9 

10.5 

12.5 

42.2 

67.3 

64.2 

39.1 

2.9 

2.6 

4.6 

3.1 

32.7 

38.8 

55.7 

19.9 

26.0 

45.6 

47.7 

45.0 

17.4 

1.8 

6.4 

2.8 

1.5 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

33.3 

100.0 

66.7 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

専門知識が生かせる

性格、能力が適している

仕事にやりがいがある

能力本位で実績が評価される

業種に将来性がある

給与の条件が良い

勤務時間、勤務場所の条件が良い

職場の雰囲気が良い

育児や介護への理解や制度が

整っている

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

５ 仕事について 

（１）仕事に対する意識 

① 仕事を選ぶ際に重視すること 

○「仕事を選ぶ際に重視すること、またはしたいこと」は、全体では「勤務時間、勤務場所

の条件が良い」「職場の雰囲気が良い」で５割を超えています。性別では、「勤務時間、勤

務場所の条件が良い」「職場の雰囲気が良い」が女性で６割を超え、「仕事にやりがいが

ある」が男性で５割を超えています。 

○県調査と比較すると、市調査の「仕事にやりがいがある」が13.2ポイント下回っていま

す。 

問19 仕事を選ぶ際に重視すること、または重視したいこと 

 【全体・性別】 【県調査との比較】 
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○年代別にみると、30～60代では「勤務時間、勤務場所の条件が良い」が６～７割台で最

も高く、20代・70代・80代では「職場の雰囲気が良い」が最も高くなっています。 

問19 仕事を選ぶ際に重視すること【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

専門知識が生かせる 26.9  24.6  33.6  29.1  32.8  16.8  16.4  25.0  

性格、能力が適している 48.1  49.1  46.6  42.7  44.0  29.5  19.2  25.0  

仕事にやりがいがある 59.6  51.8  50.0  52.7  56.7  39.6  26.0  50.0  

能力本位で実績が評価される 15.4  14.0  19.2  11.8  12.7  14.1  13.7  0.0  

業種に将来性がある 23.1  21.1  19.9  17.3  19.4  14.1  13.7  12.5  

給与の条件が良い 63.5  65.8  57.5  52.7  35.1  19.5  19.2  12.5  

勤務時間、勤務場所の条件が良い 65.4  75.4  73.3  65.5  64.9  38.9  23.3  37.5  

職場の雰囲気が良い 73.1  64.9  60.3  62.7  61.2  43.6  31.5  25.0  

育児や介護への理解や制度が 
整っている 

34.6  57.0  37.0  28.2  24.6  14.8  16.4  12.5  

その他 3.8  0.9  1.4  1.8  0.7  3.4  8.2  12.5  

特にない 0.0  0.0  0.7  0.0  2.2  12.1  15.1  12.5  

わからない 1.9  0.0  0.0  0.0  1.5  7.4  19.2  25.0  

無回答 1.9  0.0  0.0  1.8  1.5  4.7  9.6  0.0  

  



清須市 

80 

21.7 

39.9 

39.7 

15.1 

16.5 

36.5 

65.9 

6.8 

27.0 

1.4 

4.4 

7.9 

2.9 

29.3 

46.8 

54.3 

***

23.8 

35.9 

70.1 

6.4 

24.2 

1.7 

1.5 

3.0 

1.4 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

21.7 

39.9 

39.7 

15.1 

16.5 

36.5 

65.9 

6.8 

27.0 

1.4 

4.4 

7.9 

2.9 

21.1 

40.0 

44.4 

15.4 

12.7 

36.7 

69.5 

6.8 

33.8 

1.5 

2.6 

9.0 

3.5 

22.3 

40.4 

33.0 

14.7 

21.7 

35.8 

61.5 

7.0 

18.0 

1.2 

7.0 

6.4 

1.8 

33.3 

33.3 

66.7 

0.0 

0.0 

66.7 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

やりがいのある仕事ができる

賃金が上がる

能力が認められた結果である

能力本位で実績が評価される

自分自身で決められる事柄が多くなる

やるべき仕事が増える

責任が重くなる

やっかみが出て足を引っ張られる

仕事と家庭の両立が困難になる

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

② 管理職以上への昇進に対するイメージ 

○管理職以上に昇進することに対するイメージは、全体・女性・男性いずれも「責任が重

くなる」が６割を超えて、最も高くなっています。 

○県調査と比較すると、市調査の「能力が認められた結果である」が14.6ポイント下回っ

ています。 

問20 管理職以上に昇進することに対するイメージ 

 【全体・性別】 【県調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※本市調査の選択肢「能力本位で実績が評価される」は、県調査にはありません。 
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○年代別にみると、20～80代で「責任が重くなる」が最も高く、50代で８割、20～40代

で７割を超えています。 

問20 管理職以上に昇進することに対するイメージ【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

やりがいのある仕事ができる 15.4  17.5  24.0  27.3  20.9  22.1  16.4  50.0  

賃金が上がる 55.8  55.3  47.3  51.8  35.8  22.1  17.8  25.0  

能力が認められた結果である 50.0  44.7  39.7  42.7  43.3  34.2  23.3  50.0  

能力本位で実績が評価される 9.6  9.6  11.0  14.5  20.1  20.8  12.3  37.5  

自分自身で決められる事柄が多く
なる 

15.4  14.9  19.9  19.1  17.2  15.4  8.2  37.5  

やるべき仕事が増える 59.6  57.0  43.2  39.1  36.6  15.4  13.7  25.0  

責任が重くなる 78.8  77.2  79.5  81.8  69.4  44.3  30.1  37.5  

やっかみが出て足を引っ張られる 7.7  7.0  7.5  8.2  5.2  7.4  5.5  0.0  

仕事と家庭の両立が困難になる 28.8  46.5  37.7  24.5  19.4  19.5  9.6  12.5  

その他 3.8  1.8  0.0  0.0  1.5  2.0  2.7  0.0  

特にない 0.0  0.9  1.4  2.7  3.7  7.4  17.8  0.0  

わからない 3.8  3.5  0.0  0.0  6.0  18.1  26.0  25.0  

無回答 1.9  0.0  0.0  0.9  1.5  6.0  12.3  12.5  

  



清須市 

82 

（２）職場における制度の認知状況 

○各種制度の認知状況をみると、「内容を知っている」は「Ａ 育児休業制度」が48.4％で

最も高くなっています。また、「内容は知らないが制度名は聞いたことがある」は「Ｄ 介

護休暇制度」が38.0%、「知らない」は「Ｂ 子の看護休暇制度」が51.8％で最も高くな

っています。 

問21 仕事と家庭生活を両立するための制度の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.4 

16.5 

19.1 

20.9 

37.6 

28.1 

37.1 

38.0 

11.0 

51.8 

40.3 

37.1 

2.9 

3.5 

3.4 

3.9 

0% 25% 50% 75% 100%

Ａ 育児休業制度

Ｂ 子の看護休暇

制度

Ｃ 介護休業制度

Ｄ 介護休暇制度

n=789

内容を知っている 内容は知らないが

制度名は聞いたことがある

知らない 無回答
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48.4 

52.1 

43.1 

100.0 

37.6 

34.1 

43.1 

0.0 

11.0 

11.0 

11.0 

0.0 

2.9 

2.9 

2.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

67.3 

71.1 

55.5 

53.6 

44.8 

34.2 

15.1 

37.5 

17.3 

21.9 

37.7 

36.4 

41.0 

45.0 

60.3 

12.5 

13.5 

7.0 

6.8 

9.1 

12.7 

14.1 

12.3 

50.0 

1.9 

0.0 

0.0 

0.9 

1.5 

6.7 

12.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

内容を知っている 内容は知らないが

制度名は聞いたことがある

知らない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、５％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

① 育児休業制度 

○育児休業制度の認知状況をみると、全体では「内容を知っている」は48.4％、性別では

女性が52.1％、男性が43.1％で、女性が9.0ポイント上回っています。 

○年代別では、「内容を知っている」は20～50代で５割を超え、30代で71.1％となってい

ます。 

問21-Ａ 育児休業制度の認知状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

84 

48.4 

44.0 

37.6 

44.6 

11.0 

6.7 

2.9 

4.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

52.1 

48.5 

34.1 

41.0 

11.0 

6.7 

2.9 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

43.1 

38.4 

43.1 

50.3 

11.0 

6.8 

2.8 

4.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

内容を知っている 内容は知らないが

制度名は聞いたことがある

知らない 無回答

○H25調査と比較すると、R3調査では「内容を知っている」が全体・女性・男性いずれも

高くなっています。 

問21-Ａ 育児休業制度の認知状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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15.4 

23.7 

26.0 

25.5 

13.4 

5.4 

2.7 

12.5 

19.2 

25.4 

21.2 

25.5 

33.6 

33.6 

38.4 

0.0 

63.5 

50.9 

52.1 

48.2 

51.5 

54.4 

42.5 

87.5 

1.9 

0.0 

0.7 

0.9 

1.5 

6.7 

16.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

内容を知っている 内容は知らないが

制度名は聞いたことがある

知らない 無回答

16.5 

16.7 

16.5 

0.0 

28.1 

25.3 

31.8 

33.3 

51.8 

54.3 

48.6 

66.7 

3.5 

3.7 

3.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

② 子の看護休暇制度 

○子の看護休暇制度の認知状況をみると、全体では「内容を知っている」は16.5％、性別

では女性が16.7％、男性が16.5％で、全体・女性・男性の認知度は同程度となっていま

す。 

○年代別では、「内容を知っている」は30～50代でそれぞれ４分の１程度、20代・60代で

１割台、70代・80代で１割未満となっています。 

問21-Ｂ 子の看護休暇制度の認知状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

86 

16.5 

11.7 

28.1 

30.2 

51.8 

50.7 

3.5 

7.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

16.7 

11.8 

25.3 

27.4 

54.3 

53.8 

3.7 

6.9 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

16.5 

11.2 

31.8 

34.7 

48.6 

48.6 

3.1 

5.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

内容を知っている 内容は知らないが

制度名は聞いたことがある

知らない 無回答

○H25調査と比較すると、R3調査では「内容を知っている」が全体・女性・男性いずれも

5ポイント前後上回っています。 

問21-Ｂ 子の看護休暇制度の認知状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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17.3 

22.8 

24.7 

27.3 

22.4 

8.7 

6.8 

12.5 

38.5 

41.2 

33.6 

40.0 

38.8 

34.9 

37.0 

25.0 

42.3 

36.0 

41.1 

31.8 

36.6 

50.3 

41.1 

62.5 

1.9 

0.0 

0.7 

0.9 

2.2 

6.0 

15.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

内容を知っている 内容は知らないが

制度名は聞いたことがある

知らない 無回答

19.1 

17.6 

21.4 

0.0 

37.1 

36.0 

38.5 

66.7 

40.3 

42.9 

37.0 

33.3 

3.4 

3.5 

3.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、１％水準で有意 

③ 介護休業制度 

○介護休業制度の認知状況をみると、全体では「内容を知っている」は19.1％、性別では

女性が17.6％、男性が21.4％となっています。 

○年代別では、「内容を知っている」は50代が27.3％と最も高く、30～60代で２割台、70

代・80代で１割未満となっています。 

問21-Ｃ 介護休業制度の認知状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

88 

19.1 

13.1 

37.1 

39.9 

40.3 

39.9 

3.4 

7.0 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

17.6 

12.3 

36.0 

37.2 

42.9 

43.8 

3.5 

6.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

21.4 

14.6 

38.5 

44.6 

37.0 

36.4 

3.1 

4.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

内容を知っている 内容は知らないが

制度名は聞いたことがある

知らない 無回答

○H25調査と比較すると、R3調査では「内容を知っている」が全体で6.0ポイント、女性で

5.3ポイント、男性で6.8ポイント上回っています。 

問21-Ｃ 介護休業制度の認知状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

  



第 2 章 アンケート調査結果 

 

89 

15.4 

26.3 

27.4 

29.1 

20.1 

12.1 

11.0 

12.5 

38.5 

36.8 

35.6 

42.7 

41.0 

36.2 

38.4 

12.5 

44.2 

36.8 

36.3 

27.3 

35.8 

45.0 

32.9 

75.0 

1.9 

0.0 

0.7 

0.9 

3.0 

6.7 

17.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

内容を知っている 内容は知らないが

制度名は聞いたことがある

知らない 無回答

20.9 

19.3 

23.2 

0.0 

38.0 

37.4 

38.8 

66.7 

37.1 

39.1 

34.9 

33.3 

3.9 

4.2 

3.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、５％水準で有意 

④ 介護休暇制度 

○介護休暇制度の認知状況をみると、全体では「内容を知っている」は20.9％、性別では

女性が19.3％、男性が23.2％となっています。 

○年代別では、「内容を知っている」は50代が29.1％で最も高く、30～60代が２割台、80

代が11.0％で最も低くなっています。 

問21-Ｄ 介護休暇制度の認知状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

90 

20.9 

13.5 

38.0 

41.5 

37.1 

38.1 

3.9 

6.8 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

19.3 

12.1 

37.4 

38.7 

39.1 

42.3 

4.2 

6.9 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

23.2 

16.0 

38.8 

46.3 

34.9 

33.7 

3.1 

4.1 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

内容を知っている 内容は知らないが

制度名は聞いたことがある

知らない 無回答

○H25調査と比較すると、R3調査では「内容を知っている」が全体で7.4ポイント、男女と

もに7.2ポイント上回っています。 

問21-Ｄ 介護休暇制度の認知状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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12.6 

5.7 

0.6 

0.6 

13.4 

11.8 

7.3 

7.7 

18.7 

15.0 

9.1 

9.1 

52.0 

64.2 

79.9 

79.7 

3.3 

3.3 

3.0 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

Ａ 育児休業

Ｂ 子の看護

休暇

Ｃ 介護休業

Ｄ 介護休暇

n=789

取ったことがある 取りたかったが、

取ったことはない

取る希望がなく、

取ったことはない

今まで必要と

なったことがない

無回答

（３）職場における制度の利用状況 

○問３において「会社員・公務員」「派遣・契約社員」「パート・アルバイト」「自営業・農

漁業」「自由業」と回答された方について、各種制度を利用した休暇等の取得状況をみる

と、「取ったことがある」は「Ａ 育児休業」が12.6％で最も高くなっています。また、

「取りたかったが、取ったことはない」でも「Ａ 育児休業」が13.4％で最も高く、次い

で「Ｂ 子の看護休暇」が11.8％となっています。 

問22 制度利用による休暇等の取得状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

92 

12.6 

20.3 

4.3 

0.0 

13.4 

8.6 

19.0 

0.0 

18.7 

12.1 

26.3 

0.0 

52.0 

55.1 

48.3 

100.0 

3.3 

3.9 

2.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=492

女性

n=256

男性

n=232

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

13.6 

24.5 

16.4 

6.4 

3.8 

2.8 

10.0 

0.0 

6.8 

12.2 

21.1 

13.8 

12.7 

2.8 

0.0 

0.0 

9.1 

17.3 

18.8 

26.6 

19.0 

13.9 

20.0 

0.0 

68.2 

43.9 

43.8 

51.1 

60.8 

69.4 

50.0 

0.0 

2.3 

2.0 

0.0 

2.1 

3.8 

11.1 

20.0 

100.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 44

30代

n= 98

40代

n=128

50代

n= 94

60代

n= 79

70代

n= 36

80代

n= 10

90歳以上

n=  1

取ったことがある 取りたかったが、

取ったことはない

取る希望がなく、

取ったことはない

今まで必要と

なったことがない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

① 育児休業（育児のために一定期間休業できる制度） 

○育児休業利用による休暇等の取得状況をみると、全体では「取ったことがある」は12.6％、

性別では女性が20.3％、男性が4.3％となり、女性が16.0ポイント上回っています。 

○年代別では、「取ったことがある」は30代が24.5％で最も高く、50～80代が１割以下と

なっています。 

問22-Ａ 育児休業利用による休暇等の取得状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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12.6 

5.8 

13.4 

11.1 

18.7 

18.2 

52.0 

56.3 

3.3 

8.6 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=492

H25調査

n=396

20.3 

11.6 

8.6 

9.5 

12.1 

12.2 

55.1 

59.3 

3.9 

7.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=256

H25調査

n=189

4.3 

0.5 

19.0 

13.0 

26.3 

24.4 

48.3 

53.4 

2.2 

8.8 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=232

H25調査

n=193

取ったことがある 取りたかったが、

取ったことはない

取る希望がなく、

取ったことはない

今まで必要と

なったことがない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査では「取ったことがある」が全体で6.8ポイント、女性で

8.7ポイント上回っています。 

問22-Ａ 育児休業利用による休暇等の取得状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

94 

5.7 

7.4 

3.9 

0.0 

11.8 

12.5 

10.8 

50.0 

15.0 

12.5 

18.1 

0.0 

64.2 

63.7 

65.1 

50.0 

3.3 

3.9 

2.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=492

女性

n=256

男性

n=232

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

2.3 

11.2 

8.6 

3.2 

1.3 

2.8 

0.0 

0.0 

4.5 

9.2 

19.5 

12.8 

11.4 

2.8 

0.0 

0.0 

4.5 

15.3 

13.3 

19.1 

19.0 

11.1 

30.0 

0.0 

86.4 

62.2 

58.6 

62.8 

64.6 

72.2 

50.0 

0.0 

2.3 

2.0 

0.0 

2.1 

3.8 

11.1 

20.0 

100.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 44

30代

n= 98

40代

n=128

50代

n= 94

60代

n= 79

70代

n= 36

80代

n= 10

90歳以上

n=  1

取ったことがある 取りたかったが、

取ったことはない

取る希望がなく、

取ったことはない

今まで必要と

なったことがない

無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

② 子の看護休暇（病気等の子どもを看護するための年５日程度の休暇） 

○子の看護休暇利用による休暇等の取得状況をみると、全体では「取ったことがある」は

5.7％、性別では女性が7.4％、男性が3.9％となり、いずれも低い状況です。 

○年代別では、「取ったことがある」は30代が11.2％で最も高く、20代・40～80代が１割

未満となっています。 

問22-Ｂ 子の看護休暇利用による休暇等の取得状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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5.7 

3.0 

11.8 

10.4 

15.0 

10.9 

64.2 

65.9 

3.3 

9.8 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=492

H25調査

n=396

7.4 

6.3 

12.5 

11.1 

12.5 

6.9 

63.7 

67.7 

3.9 

7.9 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=256

H25調査

n=189

3.9 

0.0 

10.8 

9.8 

18.1 

14.5 

65.1 

65.3 

2.2 

10.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=232

H25調査

n=193

取ったことがある 取りたかったが、

取ったことはない

取る希望がなく、

取ったことはない

今まで必要と

なったことがない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査では「取ったことがある」が全体・女性・男性いずれも

やや高くなっています。 

問22-Ｂ 子の看護休暇利用による休暇等の取得状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

96 

0.0 

0.0 

0.0 

2.1 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.0 

10.6 

16.5 

11.1 

0.0 

0.0 

2.3 

7.1 

9.4 

8.5 

15.2 

8.3 

20.0 

0.0 

95.5 

91.8 

83.6 

76.6 

64.6 

66.7 

60.0 

0.0 

2.3 

1.0 

0.0 

2.1 

2.5 

13.9 

20.0 

100.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 44

30代

n= 98

40代

n=128

50代

n= 94

60代

n= 79

70代

n= 36

80代

n= 10

90歳以上

n=  1

取ったことがある 取りたかったが、

取ったことはない

取る希望がなく、

取ったことはない

今まで必要と

なったことがない

無回答

0.6 

0.8 

0.4 

0.0 

7.3 

6.3 

8.6 

0.0 

9.1 

9.8 

8.6 

0.0 

79.9 

79.7 

80.2 

100.0 

3.0 

3.5 

2.2 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=492

女性

n=256

男性

n=232

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

③ 介護休業（介護のために一定期間休業できる制度） 

○介護休業利用による休暇等の取得状況をみると、「取ったことがある」は全体・女性・男

性いずれも1.0％に満たない状況です。 

○年代別では、「取ったことがある」は50代・60代でごくわずかとなっています。 

問22-Ｃ 介護休業利用による休暇等の取得状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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0.6 

0.3 

7.3 

6.8 

9.1 

11.4 

79.9 

73.0 

3.0 

8.6 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=492

H25調査

n=396

0.8 

0.5 

6.3 

7.9 

9.8 

6.3 

79.7 

77.8 

3.5 

7.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=256

H25調査

n=189

0.4 

0.0 

8.6 

6.2 

8.6 

15.5 

80.2 

69.9 

2.2 

8.3 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=232

H25調査

n=193

取ったことがある 取りたかったが、

取ったことはない

取る希望がなく、

取ったことはない

今まで必要と

なったことがない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査の「取ったことがある」は全体・女性・男性いずれも同

程度となっています。 

問22-Ｃ 介護休業利用による休暇等の取得状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

98 

0.0 

0.0 

0.8 

1.1 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.8 

12.8 

15.2 

11.1 

0.0 

0.0 

2.3 

7.1 

9.4 

8.5 

15.2 

8.3 

20.0 

0.0 

95.5 

91.8 

82.0 

75.5 

65.8 

69.4 

60.0 

0.0 

2.3 

1.0 

0.0 

2.1 

2.5 

11.1 

20.0 

100.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 44

30代

n= 98

40代

n=128

50代

n= 94

60代

n= 79

70代

n= 36

80代

n= 10

90歳以上

n=  1

取ったことがある 取りたかったが、

取ったことはない

取る希望がなく、

取ったことはない

今まで必要と

なったことがない

無回答

0.6 

0.8 

0.4 

0.0 

7.7 

7.0 

8.6 

0.0 

9.1 

9.8 

8.6 

0.0 

79.7 

78.9 

80.6 

100.0 

2.8 

3.5 

1.7 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=492

女性

n=256

男性

n=232

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

④ 介護休暇（短期の介護のための年５日程度の休暇） 

○介護休暇利用による休暇等の取得状況をみると、「取ったことがある」は全体・女性・男

性いずれも1.0％に満たない状況です。 

○年代別では、「取ったことがある」は40～60代でごくわずかとなっています。 

問22-Ｄ 介護休暇利用による休暇等の取得状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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0.6 

0.8 

7.7 

7.1 

9.1 

11.4 

79.7 

72.2 

2.8 

8.6 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=492

H25調査

n=396

0.8 

0.5 

7.0 

7.9 

9.8 

5.8 

78.9 

78.3 

3.5 

7.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=256

H25調査

n=189

0.4 

1.0 

8.6 

6.7 

8.6 

16.1 

80.6 

67.9 

1.7 

8.3 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=232

H25調査

n=193

取ったことがある 取りたかったが、

取ったことはない

取る希望がなく、

取ったことはない

今まで必要と

なったことがない

無回答

○H25調査と比較すると、R3調査の「取ったことがある」は全体・女性・男性いずれも同

程度となっています。 

問22-Ｄ 介護休暇利用による休暇等の取得状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

100 

23.1 

21.1 

25.7 

0.0 

29.0 

26.8 

32.7 

0.0 

6.6 

5.5 

7.6 

0.0 

12.5 

12.3 

12.8 

33.3 

21.8 

25.5 

16.5 

66.7 

7.0 

8.8 

4.6 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

30.8 

25.4 

30.8 

34.5 

26.9 

6.7 

8.2 

0.0 

36.5 

44.7 

37.0 

32.7 

26.1 

17.4 

9.6 

0.0 

3.8 

3.5 

8.2 

8.2 

7.5 

7.4 

5.5 

0.0 

23.1 

14.9 

15.1 

14.5 

7.5 

9.4 

11.0 

0.0 

3.8 

10.5 

7.5 

8.2 

24.6 

43.6 

43.8 

100.0 

1.9 

0.9 

1.4 

1.8 

7.5 

15.4 

21.9 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

とても影響している やや影響している 影響は出ていないが、

今後は出ると思う

影響は出ておらず、

今後も出ないと思う

わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、５％水準で有意 

※【性別】カイ二乗検定の結果、５％水準で有意 

（４）新型コロナウイルスの影響 

○就業（就職活動などを含む）における新型コロナウイルスの影響をみると、全体では『影

響している』が52.1％、性別では女性が47.9％、男性が58.4％で、男性が10.5ポイント

上回っています。 

○年代別では、『影響している』は20～50代で６割を超え、30代で70.1％と最も高くなっ

ています。 

※『影響している』：「とても影響している」+「やや影響している」 

問23 新型コロナウイルスの影響 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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49.6 

48.8 

50.8 

33.3 

3.9 

4.0 

4.0 

0.0 

4.7 

4.6 

4.6 

0.0 

23.4 

23.7 

22.9 

33.3 

0.4 

0.4 

0.3 

0.0 

7.4 

7.3 

7.3 

33.3 

7.6 

8.4 

6.7 

0.0 

3.0 

2.9 

3.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

48.1 

58.8 

56.8 

63.6 

54.5 

35.6 

19.2 

37.5 

1.9 

2.6 

2.1 

0.9 

4.5 

4.7 

13.7 

0.0 

1.9 

7.0 

6.2 

0.9 

3.0 

6.0 

6.8 

0.0 

26.9 

12.3 

17.1 

16.4 

25.4 

34.9 

34.2 

37.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.7 

1.4 

0.0 

17.3 

14.0 

10.3 

7.3 

6.0 

1.3 

0.0 

0.0 

3.8 

5.3 

5.5 

8.2 

4.5 

12.1 

12.3 

25.0 

0.0 

0.0 

2.1 

1.8 

2.2 

4.7 

12.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

結婚や出産に関わらず、

仕事を続ける方がよい

結婚するまでは、職業（仕事）を

もつ方がよい

子どもができるまでは、

職業（仕事）をもつ方がよい

子どもができたらやめ、その後、子どもが

大きくなったら再び仕事をもつ方がよい

女性は職業（仕事）をもたない方がよい その他

わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

６ 女性の社会進出 

（１）女性の職業 

① 女性が職業をもつことに対する考え 

○女性が職業（仕事）をもつことについて、全体では「結婚や出産に関わらず、仕事を続け

る方がよい」が49.6％で最も高く、次いで「子どもができたらやめ、その後、子どもが

大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」が23.4％となっています。性別では、男女と

も「結婚や出産に関わらず、仕事を続ける方がよい」が最も高くなっています。 

○年代別では、20～70代では「結婚や出産に関わらず、仕事を続ける方がよい」、80代で

は「子どもができたらやめ、その後、子どもが大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」

が最も高くなっています。 

問24 女性が職業（仕事）をもつことに対する考え 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 
【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 

102 

4.7 

7.6 

6.5 

3.9 

3.9 

4.8 

49.6 

43.5 

61.0 

23.4 

32.0 

20.3 

0.4 

0.4 

3.9 

7.4 

4.4 

1.7 

7.6 

3.9 

1.7 

3.0 

4.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

4.6 

5.3 

6.3 

4.0 

3.4 

3.8 

48.8 

45.2 

63.7 

23.7 

34.0 

19.7 

0.4 

0.5 

3.5 

7.3 

4.5 

1.6 

8.4 

3.4 

1.4 

2.9 

3.6 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  455

県調査

n=  641

国調査

n=1,407

4.6 

10.4 

6.7 

4.0 

4.6 

5.9 

50.8 

41.9 

58.0 

22.9 

31.2 

21.1 

0.3 

0.4 

4.4 

7.3 

4.1 

1.8 

6.7 

3.9 

2.1 

3.4 

3.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  327

県調査

n=  539

国調査

n=1,238

子どもができるまでは、

職業（仕事）をもつ方がよい

結婚するまでは、職業（仕事）を

もつ方がよい

結婚や出産に関わらず、

仕事を続ける方がよい

子どもができたらやめ、その後、子どもが

大きくなったら再び仕事をもつ方がよい

女性は職業（仕事）をもたない方がよい その他

わからない 無回答

○県調査と比較すると、市調査の「結婚や出産に関わらず、仕事を続ける方がよい」は、全

体・女性・男性いずれも高く、特に男性は8.9ポイント上回っています。また、「子ども

ができたらやめ、その後、子どもが大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」は、全体・

女性・男性いずれも低く、特に女性は10.3ポイント下回っています。 

○国調査と比較すると、市調査の「子どもができたらやめ、その後、子どもが大きくなっ

たら再び仕事をもつ方がよい」は、全体・女性・男性いずれも高く、特に女性は4.0ポイ

ント上回っています。また、「結婚や出産に関わらず、仕事を続ける方がよい」は、全体・

女性・男性いずれも低く、特に女性は14.9ポイント下回っています。 

問24 女性が職業（仕事）をもつことに対する考え（県調査及び国調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※本市調査の選択肢「結婚や出産に関わらず、仕事を続ける方がよい」は、県調査及び国調
査では「子どもができても、ずっと職業を持ち続ける方がよい」となっています。 
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103 

4.7 

6.7 

3.9 

5.6 

49.6 

26.4 

23.4 

44.6 

0.4 

1.4 

7.4 

5.4 

7.6 

7.3 

3.0 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=789

H25調査

n=716

4.6 

5.9 

4.0 

5.1 

48.8 

27.7 

23.7 

44.9 

0.4 

1.8 

7.3 

6.2 

8.4 

6.4 

2.9 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

4.6 

7.1 

4.0 

6.1 

50.8 

25.9 

22.9 

44.9 

0.3 

0.7 

7.3 

4.1 

6.7 

8.5 

3.4 

2.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

子どもができるまでは、

職業（仕事）をもつ方がよい

結婚するまでは、職業（仕事）を

もつ方がよい

結婚や出産に関わらず、

仕事を続ける方がよい

子どもができたらやめ、その後、子どもが

大きくなったら再び仕事をもつ方がよい

女性は職業（仕事）をもたない方がよい その他

わからない 無回答

○H25調査と比較すると、R3調査の「結婚や出産に関わらず、仕事を続ける方がよい」は、

全体・女性・男性いずれも大幅に高くなり、男性で24.9ポイント、女性で21.1ポイント

上回っています。一方、「子どもができたらやめ、その後、子どもが大きくなったら再び

仕事をもつ方がよい」は、全体・女性・男性いずれも大幅に低くなり、男性で22.0ポイ

ント、女性で21.2ポイント下回っています。 

問24 女性が職業（仕事）をもつことに対する考え（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※今回調査の選択肢「結婚や出産に関わらず、仕事を続ける方がよい」は、前回調査では「子

どもができても、ずっと職業（仕事）を持ち続ける方がよい」となっています。 

  



清須市 

104 

39.9 

34.2 

33.6 

34.6 

19.6 

21.4 

36.4 

42.5 

2.3 

11.9 

15.2 

3.2 

44.1 

42.8 

31.2 

46.9 

26.6 

23.2 

43.9 

56.6 

3.4 

0.0 

11.1 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

39.9 

34.2 

33.6 

34.6 

19.6 

21.4 

36.4 

42.5 

2.3 

11.9 

15.2 

3.2 

39.6 

32.3 

33.6 

36.9 

18.5 

18.5 

35.6 

42.0 

1.5 

10.1 

16.0 

3.3 

40.4 

36.4 

33.3 

31.5 

21.4 

25.1 

37.0 

42.2 

3.4 

14.7 

14.4 

2.8 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

企業の管理職

国家公務員、地方公務員の管理職

小学校、中学校、高等学校の管理職

弁護士、医師などの専門職

大学、企業などの研究者

自治会、ＰＴＡなどの役員

都道府県、市町村の首長

国会議員、都道府県議会議員、市町村議会議員

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

② 期待される社会進出の場 

○女性が増える方がよいと思う職業や役職は、全体では「国会議員、都道府県議会議員、

市町村議会議員」が42.5%で最も高く、次いで「企業の管理職」が39.9％、「都道府県、

市町村の首長」が36.4％となっています。性別では「国会議員、都道府県議会議員、市

町村議会議員」が女性で42.0％、男性で42.2％となり最も高く、次いで「企業の管理職」

が女性で39.6％、男性で40.4％となっています。 

○県調査と比較すると、市調査の「国会議員、都道府県議会議員、市町村議会議員」は14.1

ポイント、「弁護士、医師などの専門職」は12.3ポイント下回っています。 

問25 女性が増える方がよいと思う職業や役職 

 【全体・性別】 【県調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※本市調査の選択肢の順序に合わせて、県調査及び国調査の選択肢を並び替えています。 

また、本市調査にはなく、県調査及び国調査にある選択肢「企業の経営者」「大学教授」
「女性が増えない方がよい」は、省略しています。 
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○年代別にみると、20代・30代・50代では「企業の管理職」、40代・60代・80代では「国

会議員、都道府県議会議員、市町村議会議員」、70代では「弁護士、医師などの専門職」

「都道府県、市町村の首長」が最も高くなっています。 

問25 女性が増える方がよいと思う職業や役職【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

企業の管理職 55.8  52.6  43.8  50.0  37.3  26.2  15.1  50.0  

国家公務員、地方公務員の管理職 36.5  36.0  38.4  39.1  40.3  26.8  15.1  50.0  

小学校、中学校、高等学校の管理職 44.2  40.4  37.7  33.6  34.3  24.8  20.5  50.0  

弁護士、医師などの専門職 34.6  33.3  35.6  38.2  40.3  31.5  20.5  50.0  

大学、企業などの研究者 19.2  18.4  19.2  22.7  26.9  16.1  8.2  50.0  

自治会、ＰＴＡなどの役員 17.3  20.2  17.1  20.9  25.4  21.5  24.7  37.5  

都道府県、市町村の首長 38.5  39.5  39.0  40.9  40.3  31.5  17.8  50.0  

国会議員、都道府県議会議員、 
市町村議会議員 

42.3  46.5  47.9  48.2  47.0  30.9  28.8  62.5  

その他 0.0  1.8  5.5  4.5  0.7  0.7  1.4  0.0  

特にない 13.5  12.3  9.6  11.8  11.2  14.1  13.7  0.0  

わからない 3.8  12.3  13.7  10.9  10.4  23.5  27.4  37.5  

無回答 0.0  0.0  3.4  1.8  3.7  4.0  9.6  0.0  
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39.9 

34.2 

33.6 

34.6 

19.6 

21.4 

36.4 

42.5 

2.3 

11.9 

15.2 

3.2 

34.6 

29.1 

25.6 

35.6 

15.4 

19.3 

25.0 

35.8 

2.8 

18.2 

13.1 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

企業の管理職

国家公務員、地方公務員の管理職

小学校、中学校、高等学校の管理職

弁護士、医師などの専門職

大学、企業などの研究者

自治会、ＰＴＡなどの役員

都道府県、市町村の首長

国会議員、都道府県議会議員、

市町村議会議員

その他

特にない

わからない

無回答

R3調査

n=789

H25調査

n=716

39.6 

32.3 

33.6 

36.9 

18.5 

18.5 

35.6 

42.0 

1.5 

10.1 

16.0 

3.3 

37.2 

31.3 

27.7 

40.0 

16.4 

16.2 

27.7 

36.2 

3.1 

17.4 

11.8 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

40.4 

36.4 

33.3 

31.5 

21.4 

25.1 

37.0 

42.2 

3.4 

14.7 

14.4 

2.8 

32.7 

27.6 

23.5 

30.6 

15.3 

23.8 

23.1 

36.7 

2.4 

20.1 

13.3 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

○H25調査と比較すると、R3調査の「都道府県、市町村の首長」は、全体・女性・男性い

ずれも高くなり、特に男性は13.9ポイント上回っています。 

問25 女性が増える方がよいと思う職業や役職（経年比較） 

 【全体】 【女性】 【男性】 
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75.2 

45.2 

46.9 

52.2 

46.9 

25.0 

47.1 

52.1 

49.4 

38.0 

3.0 

0.9 

6.2 

2.3 

80.7 

40.7 

49.3 

59.4 

54.5 

29.3 

37.3 

53.2 

46.6 

30.6 

2.7 

0.6 

1.6 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

75.2 

45.2 

46.9 

52.2 

46.9 

25.0 

47.1 

52.1 

49.4 

38.0 

3.0 

0.9 

6.2 

2.3 

77.6 

48.6 

47.5 

58.0 

48.8 

24.6 

46.6 

54.9 

49.7 

38.7 

2.9 

0.4 

5.3 

2.6 

71.3 

40.4 

45.9 

43.7 

44.0 

25.1 

47.4 

48.3 

48.9 

36.1 

3.4 

1.5 

7.6 

1.8 

100.0 

33.3 

0.0 

100.0 

66.7 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

保育所や学童クラブなど、

子どもを預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援サービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の理解

・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた

働き方改革

職場における育児・介護の両立支援制度の充実

短時間勤務制度や在宅勤務制度などの導入

育児や介護による仕事への制約を理由として

昇進などへの不利益な取扱いの禁止

その他

必要なことは特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

（２）女性の離職 

① 女性が働き続けるために必要なこと 

○女性が結婚や出産後も離職せず働き続けるために、家庭・社会・職場において必要なこ

とは、全体では「保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が75.2%

で最も高く、次いで「男性の家事参加への理解・意識改革」が52.2％、「職場における育

児・介護の両立支援制度の充実」が52.1％となっています。性別では「保育所や学童ク

ラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が女性で77.6％、男性で71.3％となり、最

も高くなっています。 

○県調査と比較すると、市調査の「男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革」は

9.8ポイント上回っています。 

問26 女性が離職せず働き続けるために家庭・社会・職場で必要なこと 

 【全体・性別】 【県調査との比較】 
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○年代別にみると、20～80代で「保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の整

備」が最も高く、特に30代では86.0％、40代では82.2％となっています。 

問26 女性が離職せず働き続けるために家庭・社会・職場で必要なこと【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

保育所や学童クラブなど、子ども
を預けられる環境の整備 

78.8  86.0  82.2  75.5  76.1  70.5  49.3  75.0  

介護支援サービスの充実 44.2  40.4  37.7  50.0  56.7  47.0  34.2  62.5  

家事・育児支援サービスの充実 46.2  61.4  52.7  53.6  50.0  30.9  28.8  50.0  

男性の家事参加への理解・意識改革 59.6  58.8  58.2  60.9  56.7  39.6  30.1  50.0  

女性が働き続けることへの周囲の
理解・意識改革 

50.0  50.9  45.2  50.9  50.7  43.6  34.2  50.0  

働き続けることへの女性自身の意
識改革 

17.3  25.4  23.3  22.7  21.6  32.2  27.4  25.0  

男女双方の長時間労働の改善を含
めた働き方改革 

57.7  57.0  54.8  55.5  45.5  32.2  30.1  37.5  

職場における育児・介護の両立支
援制度の充実 

71.2  57.9  57.5  57.3  54.5  40.3  32.9  37.5  

短時間勤務制度や在宅勤務制度な
どの導入 

71.2  63.2  52.7  55.5  50.7  31.5  30.1  50.0  

育児や介護による仕事への制約を
理由として昇進などへの不利益な
取扱いの禁止 

48.1  45.6  39.7  40.9  43.3  22.1  31.5  50.0  

その他 3.8  6.1  5.5  3.6  1.5  0.0  1.4  0.0  

必要なことは特にない 0.0  0.0  0.0  0.0  1.5  2.0  2.7  0.0  

わからない 1.9  1.8  2.7  3.6  3.7  11.4  19.2  25.0  

無回答 0.0  0.0  1.4  1.8  2.2  2.7  9.6  0.0  
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54.1 

57.2 

39.4 

30.5 

14.8 

11.4 

7.9 

0.9 

3.9 

1.4 

7.4 

2.5 

54.3 

60.3 

41.5 

33.5 

13.4 

10.4 

5.9 

0.3 

2.8 

1.1 

2.7 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

54.1 

57.2 

39.4 

30.5 

14.8 

11.4 

7.9 

0.9 

3.9 

1.4 

7.4 

2.5 

48.8 

55.8 

43.3 

30.5 

14.9 

11.0 

5.7 

0.9 

3.5 

0.4 

7.7 

3.1 

61.5 

59.0 

33.6 

30.0 

14.4 

11.6 

10.7 

0.9 

4.6 

2.8 

6.7 

1.8 

33.3 

66.7 

66.7 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

これまでの知識・経験を活かして働けることを

重視し、正社員として再就職する

仕事と家事・育児・介護の両立のしやすさ

などを重視し、正社員として再就職する

これまでの知識・経験を活かして働けることと、

働く時間や場所の両方を重視して、

パート・アルバイトなどで再就職する

働く時間や場所を最も重視して、

パート・アルバイトなどで再就職する

家事・育児・介護の経験を活かした

仕事により地域に貢献する

（ヘルパー、保育補助、家事代行）

これまでの経験を活かしてボランティアや

ＮＰＯ活動で地域に貢献する

（育児・介護ボランティア、ＰＴＡ、防災・

治安パトロール、リサイクル活動など）

これまでの経験を活かして企業または

ＮＰＯの立上げを行う（小売店経営、

ＩＴ企業設立、ボランティア財団設立など）

家事以外で活動する必要はない

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

② 離職した女性の社会での再活動の仕方 

○出産などでいったん離職した女性の社会での再活動の仕方として、「仕事と家事・育児・

介護の両立のしやすさなどを重視し、正社員として再就職する」は全体で57.2％、女性

で55.8％となり、最も高くなっています。男性は「これまでの知識・経験を活かして働け

ることを重視し、正社員として再就職する」が61.5％で最も高くなっています。 

○県調査と比較すると、市調査の「仕事と家事・育児・介護の両立のしやすさなどを重視

し、正社員として再就職する」「働く時間や場所を最も重視して、パート・アルバイトな

どで再就職する」は、いずれも3ポイント程度下回っています。 

問27 離職した女性の社会での再活動の仕方 

 【全体・性別】 【県調査との比較】 
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○年代別にみると、20～60代では「仕事と家事・育児・介護の両立のしやすさなどを重視

し、正社員として再就職する」、70代では「これまでの知識・経験を活かして働けること

を重視し、正社員として再就職する」、80代では「これまでの知識・経験を活かして働け

ることと、働く時間や場所の両方を重視して、パート・アルバイトなどで再就職する」

が最も高くなっています。 

問27 離職した女性の社会での再活動の仕方【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

これまでの知識・経験を活かして
働けることを重視し、正社員とし
て再就職する 

61.5  57.0  57.5  61.8  55.2  48.3  34.2  62.5  

仕事と家事・育児・介護の両立の
しやすさなどを重視し、正社員と
して再就職する 

69.2  63.2  65.1  65.5  59.0  45.6  31.5  50.0  

これまでの知識・経験を活かして
働けることと、働く時間や場所の
両方を重視して、パート・アルバ
イトなどで再就職する 

34.6  48.2  41.8  39.1  39.6  32.2  35.6  50.0  

働く時間や場所を最も重視して、パ
ート・アルバイトなどで再就職する 

21.2  38.6  32.2  30.0  30.6  26.8  26.0  50.0  

家事・育児・介護の経験を活かし
た仕事により地域に貢献する（ヘ
ルパー、保育補助、家事代行） 

7.7  13.2  11.6  13.6  20.1  16.1  13.7  50.0  

これまでの経験を活かしてボラン
ティアやＮＰＯ活動で地域に貢献
する（育児・介護ボランティア、
ＰＴＡ、防災・治安パトロール、
リサイクル活動など） 

5.8  10.5  8.2  10.0  15.7  12.8  9.6  50.0  

これまでの経験を活かして企業ま
たはＮＰＯの立上げを行う（小売
店経営、ＩＴ企業設立、ボランテ
ィア財団設立など） 

7.7  11.4  8.2  5.5  10.4  3.4  8.2  25.0  

家事以外で活動する必要はない 3.8  0.9  0.7  0.9  0.7  0.7  0.0  0.0  

その他 7.7  5.3  4.8  6.4  3.7  1.3  0.0  0.0  

特にない 0.0  0.9  0.0  0.0  1.5  2.0  5.5  12.5  

わからない 3.8  4.4  4.8  2.7  5.2  13.4  17.8  12.5  

無回答 0.0  0.0  1.4  1.8  3.0  2.7  11.0  0.0  
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87.3 

85.0 

64.3 

44.2 

41.1 

0.4 

5.4 

3.2 

91.0 

85.7 

60.2 

33.0 

28.3 

0.9 

***

5.2 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

87.3 

85.0 

64.3 

44.2 

41.1 

0.4 

5.4 

3.2 

87.5 

86.4 

65.5 

46.2 

39.3 

0.2 

5.9 

3.1 

87.5 

83.2 

62.4 

41.3 

43.1 

0.6 

4.9 

3.1 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者や恋人など親密な関係の人から

受ける暴力を、いわゆる「ドメスティック

バイオレンス（ＤＶ）」と呼ぶこと

ＤＶには、殴る、蹴るなど身体的暴力だけ

でなく、精神的・性的暴力も含まれること

ＤＶ被害者を支援するために、法律（配偶者

からの暴力の防止及び被害者の保護に

関する法律）が制定されていること

県が設置している配偶者暴力相談

支援センターにおいて、相談や

被害者の一時保護を行っていること

ＤＶを受けている者を発見した者は、配偶者

暴力相談支援センターまたは警察に

通報するように努めなければならないこと

その他

何も知らない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

７ ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について 

（１）ＤＶに関する認知状況 

① ＤⅤに関することの認知状況 

○ＤＶに関することの認知状況をみると、全体・女性・男性いずれも「配偶者や恋人など

親密な関係の人から受ける暴力を、いわゆる『ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）』と

呼ぶこと」「ＤＶには、殴る、蹴るなど身体的暴力だけでなく、精神的・性的暴力も含ま

れること」で８割を超えています。 

○県調査と比較すると、市調査の「ＤＶを受けている者を発見した者は、配偶者暴力相談

支援センターまたは警察に通報するように努めなければならないこと」は12.8ポイント、

「県が設置している配偶者暴力相談支援センターにおいて、相談や被害者の一時保護を

行っていること」は11.2ポイント上回っています。 

問28 ＤＶに関することの認知状況 

 【全体・性別】 【県調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※本市調査の選択肢「何も知らない」は、県調査にはありません。 



清須市 

112 

○年代別にみると、20～50代では「配偶者や恋人など親密な関係の人から受ける暴力を、

いわゆる『ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）』と呼ぶこと」「ＤＶには、殴る、蹴るな

ど身体的暴力だけでなく、精神的・性的暴力も含まれること」がいずれも９割を超えて

います。60代では「配偶者や恋人など親密な関係の人から受ける暴力を、いわゆる『ド

メスティックバイオレンス（ＤＶ）』と呼ぶこと」が９割を超えています。 

問28 ＤＶに関することの認知状況【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

配偶者や恋人など親密な関係の人
から受ける暴力を、いわゆる「ド
メスティックバイオレンス（Ｄ
Ｖ）」と呼ぶこと 

98.1  97.4  96.6  93.6  91.0  77.9  53.4  50.0  

ＤＶには、殴る、蹴るなど身体的
暴力だけでなく、精神的・性的暴
力も含まれること 

92.3  96.5  94.5  90.9  85.8  78.5  50.7  50.0  

ＤＶ被害者を支援するために、法
律（配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護に関する法律）が制
定されていること 

51.9  72.8  68.5  74.5  70.9  59.7  38.4  25.0  

県が設置している配偶者暴力相談
支援センターにおいて、相談や被害
者の一時保護を行っていること 

40.4  50.0  52.1  48.2  44.8  40.9  26.0  12.5  

ＤＶを受けている者を発見した者
は、配偶者暴力相談支援センター
または警察に通報するように努め
なければならないこと 

44.2  46.5  45.9  47.3  38.1  36.2  30.1  12.5  

その他 0.0  0.0  0.0  0.0  0.7  1.3  0.0  0.0  

何も知らない 0.0  0.0  1.4  1.8  4.5  10.7  17.8  50.0  

無回答 0.0  0.0  0.7  0.9  1.5  4.7  17.8  0.0  
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87.3 

85.0 

64.3 

44.2 

41.1 

0.4 

5.4 

3.2 

85.2 

78.2 

59.2 

39.2 

36.5 

0.6 

6.0 

5.0 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者や恋人など親密な関係の

人から受ける暴力を、いわゆる

「ドメスティックバイオレンス

（ＤＶ）」と呼ぶこと

ＤＶには、殴る、蹴るなど身体的

暴力だけでなく、精神的・性的暴力

も含まれること

ＤＶ被害者を支援するために、

法律（配偶者からの暴力の防止

及び被害者の保護に関する法律）

が制定されていること

県が設置している配偶者暴力相談

支援センターにおいて、相談や

被害者の一時保護を行っていること

ＤＶを受けている者を発見した者は、

配偶者暴力相談支援センター

または警察に通報するように

努めなければならないこと

その他

何も知らない

無回答

R3調査

n=789

H25調査

n=716

87.5 

86.4 

65.5 

46.2 

39.3 

0.2 

5.9 

3.1 

86.9 

80.8 

59.2 

41.3 

34.4 

0.3 

5.1 

5.1 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

87.5 

83.2 

62.4 

41.3 

43.1 

0.6 

4.9 

3.1 

86.1 

77.6 

61.6 

37.1 

39.8 

0.3 

5.8 

3.7 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

○H25調査と比較すると、R3調査の「ＤＶには、殴る、蹴るなど身体的暴力だけでなく、

精神的・性的暴力も含まれること」は全体で6.8ポイント、「ＤＶ被害者を支援するため

に、法律（配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律）が制定されている

こと」は女性で6.3ポイント上回っています。 

問28 ＤＶに関することの認知状況（経年比較） 

 【全体】 【女性】 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 
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53.4 

55.4 

50.8 

66.7 

35.4 

35.2 

36.1 

33.3 

11.3 

9.5 

13.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

44.2 

59.6 

58.2 

60.0 

59.7 

48.3 

32.9 

12.5 

53.8 

36.0 

38.4 

32.7 

33.6 

32.2 

24.7 

87.5 

1.9 

4.4 

3.4 

7.3 

6.7 

19.5 

42.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

知っている 知らない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、５％水準で有意 

② ＤⅤに関する相談窓口の認知状況 

○ＤＶに関する相談窓口の認知状況をみると、「知っている」は全体・女性・男性いずれも

５割を超えています。 

○年代別では、30～80代では「知っている」が「知らない」より高くなっています。20代

では「知らない」が53.8％となり、「知っている」を9.6ポイント上回っています。 

問29 ＤＶに関する相談窓口の認知状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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53.4 

58.4 

35.4 

37.7 

11.3 

3.9 

0% 25% 50% 75% 100%

R3年度

n=789

H25年度

n=716

55.4 

59.7 

35.2 

36.9 

9.5 

3.3 

0% 25% 50% 75% 100%

R3年度

n=455

H25年度

n=390

50.8 

57.8 

36.1 

38.8 

13.1 

3.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3年度

n=327

H25年度

n=294

知っている 知らない 無回答

○H25調査と比較すると、R3調査の「知っている」は全体・女性・男性いずれも低く、男

性では7.0ポイント下回っています。 

問29 ＤＶに関する相談窓口の認知状況（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

  



清須市 
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53.4 

57.3 

35.4 

39.9 

11.3 

2.8 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

55.4 

61.9 

35.2 

36.0 

9.5 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=455

県調査

n=641

50.8 

53.6 

36.1 

44.3 

13.1 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=327

県調査

n=539

知っている 知らない 無回答

○県調査と比較すると、市調査の「知っている」は全体・女性・男性いずれも低く、女性で

は6.5ポイント下回っています。 

問29 ＤＶに関する相談窓口の認知状況（県調査との比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 
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40.1 

24.5 

46.8 

79.8 

30.2 

17.1 

2.4 

1.7 

0.5 

40.1 

23.0 

48.0 

81.3 

30.2 

14.3 

2.0 

2.0 

0.4 

39.8 

26.5 

45.8 

77.1 

30.1 

21.1 

3.0 

1.2 

0.6 

50.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者暴力相談支援センター

（愛知県女性相談センター）

ウィルあいち（愛知県女性総合センター）

清須市の相談窓口

警察署

民間の団体や機関

（民間シェルター、弁護士会など）

法務局、人権擁護委員、法テラス

その他

何も知らない

無回答

全体

n=421

女性

n=252

男性

n=166

回答したくない、

わからない、その他

n=  2

○問29においてＤＶの相談窓口があることを「知っている」と回答された方について、知

っている相談窓口をみると、全体では「警察署」が79.8%で最も高く、次いで「清須市

の相談窓口」が46.8％、「配偶者暴力相談支援センター（愛知県女性相談センター）」が

40.1％となっています。性別では、男女ともに「警察署」が最も高く、次いで「清須市

の相談窓口」、「配偶者暴力相談支援センター（愛知県女性相談センター）」となっていま

す。 

問29-１ ＤＶの相談窓口で知っているところ 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 
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○年代別にみると、20～80代では「警察署」が最も高く、次いで20～60代・80代では「清

須市の相談窓口」、70代で「配偶者暴力相談支援センター（愛知県女性相談センター）」

となっています。 

問29-１ ＤＶの相談窓口で知っているところ【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=23 n=68 n=85 n=66 n=80 n=72 n=24 n=1 

配偶者暴力相談支援センター 
（愛知県女性相談センター） 

34.8  36.8  32.9  43.9  33.8  56.9  37.5  100.0  

ウィルあいち 
（愛知県女性総合センター） 

8.7  14.7  25.9  30.3  30.0  25.0  20.8  100.0  

清須市の相談窓口 47.8  42.6  40.0  56.1  42.5  51.4  58.3  100.0  

警察署 91.3  76.5  83.5  83.3  81.3  73.6  66.7  100.0  

民間の団体や機関 

（民間シェルター、弁護士会など） 
39.1  30.9  32.9  31.8  30.0  25.0  12.5  100.0  

法務局、人権擁護委員、法テラス 17.4  14.7  18.8  16.7  20.0  12.5  16.7  100.0  

その他 0.0  4.4  3.5  1.5  1.3  2.8  0.0  0.0  

何も知らない 4.3  0.0  2.4  0.0  3.8  0.0  4.2  0.0  

無回答 0.0  0.0  1.2  1.5  0.0  0.0  0.0  0.0  
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40.1 

24.5 

46.8 

79.8 

30.2 

17.1 

2.4 

1.7 

0.5 

31.8 

20.6 

34.0 

85.9 

22.7 

12.9 

0.7 

2.9 

0.5 

0% 25% 50% 75% 100%

配偶者暴力相談支援センター

（愛知県女性相談センター）

ウィルあいち

（愛知県女性総合センター）

清須市の相談窓口

警察署

民間の団体や機関

（民間シェルター、弁護士会など）

法務局、人権擁護委員、法テラス

その他

何も知らない

無回答

R3調査

n=421

H25調査

n=418

40.1 

23.0 

48.0 

81.3 

30.2 

14.3 

2.0 

2.0 

0.4 

30.5 

24.0 

33.9 

82.8 

23.6 

11.6 

1.3 

2.6 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=252

H25調査

n=233

39.8 

26.5 

45.8 

77.1 

30.1 

21.1 

3.0 

1.2 

0.6 

32.9 

17.1 

32.9 

90.6 

21.8 

15.9 

0.0 

2.4 

0.6 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=166

H25調査

n=170

○H25調査と比較すると、R3調査の「清須市の相談窓口」は全体・女性・男性いずれも高

く、特に女性では14.1ポイント上回っています。一方、「警察署」は男性で13.5ポイント

下回っています。 

問29-１ ＤＶの相談窓口で知っているところ（経年比較） 

 【全体】 【女性】 【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 
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7.1 

9.9 

3.4 

0.0 

88.0 

86.2 

90.5 

100.0 

4.9 

4.0 

6.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

11.5 

7.9 

7.5 

10.0 

9.0 

2.7 

2.7 

12.5 

88.5 

92.1 

89.0 

84.5 

89.6 

92.6 

72.6 

87.5 

0.0 

0.0 

3.4 

5.5 

1.5 

4.7 

24.7 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

ある ない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、非有意 

（２）ＤⅤの経験とその対応 

① 暴力を受けた経験 

○配偶者や恋人からの何らかの暴力を受けた経験の有無をみると、「ある」は全体で7.1％、

性別では女性が9.9%、男性が3.4％で、女性が6.5ポイント上回っています。 

○年代別では、20代が11.5％で最も高く、次いで50代で10.0％、60代で9.0％となってい

ます。 

問30 暴力を受けた経験の有無 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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7.1 

5.9 

88.0 

87.7 

4.9 

6.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3年度

n=789

H25年度

n=716

9.9 

7.9 

86.2 

86.4 

4.0 

5.6 

0% 25% 50% 75% 100%

R3年度

n=455

H25年度

n=390

3.4 

1.4 

90.5 

92.5 

6.1 

6.1 

0% 25% 50% 75% 100%

R3年度

n=327

H25年度

n=294

ある ない 無回答

○前回調査と比較すると、R3調査の「ある」は１割未満であるものの、全体・女性・男性

いずれも高くなっています。 

問30 暴力を受けた経験の有無（経年比較） 

【全体】 

 

 

 

 

 

【女性】 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 
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0.0 

0.0 

5.4 

0.0 

0.0 

5.4 

35.7 

19.6 

53.6 

7.1 

3.6 

4.8 

7.1 

11.9 

4.8 

0.0 

4.8 

28.6 

19.0 

45.2 

9.5 

2.4 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=56

H25調査

n=42

0.0 

0.0 

5.4 

0.0 

0.0 

5.4 

35.7 

19.6 

53.6 

7.1 

3.6 

0.0 

0.0 

6.7 

0.0 

0.0 

4.4 

42.2 

24.4 

48.9 

4.4 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

9.1 

0.0 

72.7 

18.2 

9.1 

0% 25% 50% 75% 100%

愛知県の相談窓口

（配偶者暴力相談支援センターや

ウィルあいちなど）

清須市の相談窓口

警察署

民間の団体や機関

（民間シェルター、弁護士会など）

法務局、人権擁護委員、法テラス

医療関係者（医師、看護師など）

家族や親戚などの身内

友人・知人

誰にも相談しなかった

その他

無回答

全体

n=56

女性

n=45

男性

n=11

② 暴力を受けた場合の対応 

○問30で暴力を受けたことが「ある」と回答された方について、その場合の対応をみると、

全体では「誰にも相談しなかった」が53.6％で最も高く、次いで「家族や親戚などの身

内」が35.7％となっています。 

○H25調査と比較すると、R3調査の「誰にも相談しなかった」が8.4ポイント、「家族や親

戚などの身内」が7.1ポイント上回っています。 

問30-１ 暴力を受けた場合の対応 

 【全体・性別】 【経年比較】 
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3.3 

16.7 

20.0 

16.7 

36.7 

16.7 

26.7 

26.7 

40.0 

16.7 

0.0 

5.3 

31.6 

21.1 

10.5 

36.8 

10.5 

10.5 

36.8 

15.8 

5.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=30

H25調査

n=19

3.3 

16.7 

20.0 

16.7 

36.7 

16.7 

26.7 

26.7 

40.0 

16.7 

0.0 

0.0 

18.2 

22.7 

18.2 

40.9 

9.1 

27.3 

22.7 

36.4 

18.2 

0.0 

12.5 

12.5 

12.5 

12.5 

25.0 

37.5 

25.0 

37.5 

50.0 

12.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

誰（どこ）に相談してよいのか

わからなかったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

相談しても無駄と思ったから

相談したことがわかると仕返しなどが

あるから

自分さえがまんすればよいから

世間体が悪いと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相談するほどのことでもなかったから

その他

無回答

全体

n=30

女性

n=22

男性

n= 8

○問30-1で「誰にも相談しなかった」と回答された方について、その理由をみると、全体

では「相談するほどのことでもなかったから」が40.0％で最も高く、次いで「自分さえ

がまんすればよいから」が36.7％となっています。 

○H25調査と比較すると、R3調査の「他人を巻き込みたくなかったから」は16.2ポイント、

「相談するほどのことでもなかったから」は24.2ポイント上回っています。一方、「恥ず

かしくて誰にも言えなかったから」は14.9ポイント、「自分にも悪いところがあると思っ

たから」は10.1ポイント下回っています。 

問30-2 相談しなかった理由 

 【全体・性別】 【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



清須市 
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17.1 

18.5 

14.7 

66.7 

77.2 

76.3 

78.9 

33.3 

5.7 

5.3 

6.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

25.0 

32.5 

21.9 

21.8 

14.9 

4.7 

1.4 

0.0 

73.1 

66.7 

76.7 

71.8 

82.1 

87.2 

74.0 

100.0 

1.9 

0.9 

1.4 

6.4 

3.0 

8.1 

24.7 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

受けたことがある 受けたことはない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

８ ハラスメントについて 

○この３年間にハラスメントと思う行為を受けた経験の有無をみると、「受けたことがある」

は全体で17.1％、性別では女性が18.5％、男性が14.7％となっています。 

○年代別では、「受けたことがある」は30代が32.5%で最も高く、次いで20代が25.0％とな

っています。 

問31 この３年間にハラスメントを受けた経験の有無 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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19.3 

60.0 

63.0 

4.4 

2.2 

1.5 

0.0 

26.2 

54.8 

66.7 

6.0 

1.2 

0.0 

0.0 

8.3 

72.9 

56.3 

2.1 

4.2 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

セクシュアル・ハラスメント

（性的な言動による嫌がらせ）

パワー・ハラスメント

（権力や立場を利用した嫌がらせ）

モラル・ハラスメント

（言葉や態度などにより人の心を

傷つける精神的な嫌がらせ）

マタニティ・ハラスメント

（妊産婦に対する嫌がらせ）

パタニティ・ハラスメント

（育児休業・時短勤務を取得する

男性への嫌がらせ）

その他

無回答

全体

n=135

女性

n=84

男性

n=48

回答したくない、

わからない、その他

n= 2

○問31でハラスメントを「受けたことがある」と回答した方について、どのようなハラスメ

ントかをみると、全体では「モラル・ハラスメント」が63.0%で最も高く、次いで「パワ

ー・ハラスメント」が60.0％、「セクシュアル・ハラスメント」が19.3％となっています。

性別では、「モラル・ハラスメント」は女性が66.7％、男性が56.3％で、女性が10.4ポイ

ント上回っています。また、「パワー・ハラスメント」は女性が54.8％、男性が72.9％で、

男性が18.1ポイント上回っています。 

問31-１ 受けたことがあるハラスメント 
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11.8 

9.7 

14.7 

33.3 

7.9 

7.3 

8.6 

0.0 

77.7 

80.4 

74.0 

66.7 

0.3 

0.2 

0.3 

0.0 

2.4 

2.4 

2.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

9.6 

6.1 

6.8 

13.6 

14.2 

20.8 

8.2 

0.0 

1.9 

4.4 

6.8 

9.1 

10.4 

10.1 

8.2 

0.0 

88.5 

88.6 

86.3 

76.4 

73.1 

66.4 

68.5 

87.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

12.5 

0.0 

0.9 

0.0 

0.9 

1.5 

2.7 

15.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

言葉を聞いたことがあるが、

意味は知らない

言葉の意味を知っている 知らない その他 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

９ 性の多様性（ＳＯＧＩＥ
ソ ジ ー

）について 

○ＳＯＧＩＥ（ソジー）の認知状況をみると、「言葉の意味を知っている」は全体では7.9％、

性別では女性が7.3％、男性が8.6％となっています。 

○年代別では、「言葉の意味を知っている」は60代で10.4％、70代で10.1％と１割を超える

一方、20代で1.9％となり、年代が下がるほど認知度が低い状況です。 

問32 ＳＯＧＩＥの認知状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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17.1 

14.9 

19.9 

66.7 

39.4 

38.9 

40.1 

33.3 

40.3 

42.6 

37.3 

0.0 

0.6 

0.7 

0.6 

0.0 

2.5 

2.9 

2.1 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

23.1 

16.7 

14.4 

19.1 

12.7 

23.5 

12.3 

12.5 

51.9 

57.9 

55.5 

44.5 

38.8 

16.8 

9.6 

25.0 

23.1 

23.7 

29.5 

34.5 

44.8 

58.4 

61.6 

62.5 

1.9 

0.0 

0.7 

0.9 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

0.9 

2.2 

1.3 

16.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

言葉を聞いたことがあるが、

意味は知らない

言葉の意味を知っている 知らない その他 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

○ＬＧＢＴＱ（性的少数者）の認知状況をみると、「言葉の意味を知っている」は全体では

39.4％、性別では女性が38.9％、男性が40.1％となっています。 

○年代別では、「言葉の意味を知っている」は20～40代で５割を超える一方、80代で9.6％と

なり、年代が上がるほど認知度が低い状況です。 

問33 ＬＧＢＴＱ（性的少数者）の認知状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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40.7 

42.7 

14.1 

36.9 

33.6 

34.0 

21.4 

33.6 

1.8 

1.5 

21.3 

3.0 

41.3 

47.9 

12.5 

37.1 

38.9 

35.4 

22.2 

38.2 

1.1 

0.4 

21.1 

2.9 

40.1 

35.5 

16.2 

36.7 

26.0 

32.1 

20.2 

27.2 

2.4 

3.1 

21.4 

3.4 

33.3 

66.7 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

33.3 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

性的少数者の人が相談できる窓口の設置

幼少期からの教育の充実

行政による啓発講座やパンフレットの配布

いじめや差別を禁止する法律や条例の制定

パートナーシップ制度の導入

気持ちや情報を共有できる居場所づくり

行政職員や教職員に対する研修の実施

更衣室やトイレなど男女で区別されているものに対する配慮

その他

必要なことは特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

○ＬＧＢＴＱ（性的少数者）などの人たちが暮らしやすい社会にするために必要な意識啓発

や支援は、全体では「幼少期からの教育の充実」が42.7%で最も高く、次いで「性的少数

者の人が相談できる窓口の設置」が40.7％となっています。性別では、「パートナーシップ

制度の導入」は女性が38.9％、男性が26.0％で、女性が12.9ポイント上回っています。ま

た、「幼少期からの教育の充実」は12.4ポイント、「更衣室やトイレなど男女で区別されて

いるものに対する配慮」は11.0ポイントいずれも女性が上回っています。 

問34 ＬＧＢＴＱなどの人たちが暮らしやすい社会にするために必要な意識啓発や支援 

【全体・性別】 
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○年代別にみると、20～50代では「幼少期からの教育の充実」が最も高く、20代・30代で

は６割を超えています。60～80代では「性的少数者の人が相談できる窓口の設置」が最

も高く、60代で58.2％となっています。 

問34 ＬＧＢＴＱなどの人たちが暮らしやすい社会にするために必要な意識啓発や支援 

【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

性的少数者の人が相談できる窓口
の設置 

42.3  38.6  40.4  45.5  58.2  31.5  23.3  50.0  

幼少期からの教育の充実 65.4  64.9  53.4  49.1  32.1  25.5  16.4  50.0  

行政による啓発講座やパンフレッ
トの配布 

9.6  12.3  16.4  14.5  22.4  8.7  8.2  37.5  

いじめや差別を禁止する法律や条
例の制定 

38.5  45.6  43.2  36.4  41.8  29.5  17.8  37.5  

パートナーシップ制度の導入 46.2  57.9  45.9  40.9  28.4  8.7  9.6  50.0  

気持ちや情報を共有できる居場所
づくり 

51.9  41.2  39.0  30.0  38.1  24.2  17.8  37.5  

行政職員や教職員に対する研修の
実施 

21.2  18.4  24.7  20.0  30.6  16.1  13.7  37.5  

更衣室やトイレなど男女で区別さ
れているものに対する配慮 

48.1  42.1  39.0  42.7  35.8  15.4  16.4  50.0  

その他 9.6  3.5  1.4  2.7  0.0  0.0  0.0  0.0  

必要なことは特にない 0.0  2.6  1.4  0.9  1.5  2.0  1.4  0.0  

わからない 5.8  7.0  8.9  17.3  19.4  41.6  43.8  50.0  

無回答 0.0  0.9  0.0  1.8  0.7  4.0  19.2  0.0  

  



清須市 

130 

27.5 

12.5 

73.4 

4.7 

51.8 

33.1 

7.1 

14.3 

5.8 

33.6 

13.6 

72.1 

5.3 

35.6 

36.6 

***

16.7 

4.6 

64.3 

34.7 

79.3 

18.3 

55.8 

43.1 

***

4.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

市調査

n=  789

県調査

n=1,220

国調査

n=2,645

27.5 

12.5 

73.4 

4.7 

51.8 

33.1 

7.1 

14.3 

5.8 

22.9 

11.6 

70.5 

5.1 

52.3 

30.3 

8.4 

16.0 

6.6 

34.3 

13.5 

77.4 

4.3 

51.7 

37.3 

5.5 

11.9 

4.9 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

33.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

男女共同参画社会基本法

女子差別撤廃条約

男女雇用機会均等法

ポジティブ・アクション

ジェンダー

ワーク・ライフ・バランス

清須市男女共同参画プラン

見たり聞いたりしたものはない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

10 男女共同参画全般 

（１）男女共同参画社会の認知状況 

○男女共同参画社会に関する用語の認知状況をみると、全体では「男女雇用機会均等法」

が73.4%で最も高く、次いで「ジェンダー」が51.8％となっています。性別では、「男女

雇用機会均等法」は女性が70.5％、男性が77.4％となっています。 

○県調査と比較すると、市調査の「ジェンダー」が16.2ポイント上回っています。 

○国調査と比較すると、市調査の「男女共同参画社会基本法」が36.8ポイント下回ってい

ます。 

問35 男女共同参画社会に関する用語の認知状況 

 【全体・性別】 【県及び国調査との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本市調査の選択肢の順序に合わせて、県調査及び国調査の選択肢を並び替えています。 

本市調査にはなく、県調査または国調査にある選択肢「女性活躍推進法」「その他」「わか

らない」は、省略しています。 

また、県調査の「知らない」は、「見たり聞いたりしたものはない」としました。 
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27.5 

12.5 

73.4 

4.7 

51.8 

33.1 

7.1 

14.3 

5.8 

21.6 

9.4 

68.6 

1.3 

15.2 

11.5 

4.6 

19.4 

9.8 

0% 25% 50% 75% 100%

男女共同参画社会基本法

女子差別撤廃条約

男女雇用機会均等法

ポジティブ・アクション

ジェンダー

ワーク・ライフ・バランス

清須市男女共同参画プラン

見たり聞いたりしたものはない

無回答

R3調査

n=789

H25調査

n=716

22.9 

11.6 

70.5 

5.1 

52.3 

30.3 

8.4 

16.0 

6.6 

18.2 

9.2 

65.9 

1.8 

17.4 

11.5 

5.9 

21.3 

10.0 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

34.3 

13.5 

77.4 

4.3 

51.7 

37.3 

5.5 

11.9 

4.9 

26.5 

9.5 

74.1 

0.3 

12.6 

11.6 

2.7 

15.6 

8.2 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

○年代別にみると、20代では「ジェンダー」が84.6％で最も高く、「男女雇用機会均等法」

「ワーク・ライフ・バランス」が７割を超えています。30～80代では「男女雇用機会均

等法」が最も高く、特に30～60代で８割前後と高くなっています。 

問35 男女共同参画社会に関する用語の認知状況【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

男女共同参画社会基本法 67.3  37.7  23.3  22.7  21.6  24.2  17.8  25.0  

女子差別撤廃条約 15.4  20.2  15.8  9.1  8.2  10.7  8.2  0.0  

男女雇用機会均等法 76.9  82.5  79.5  78.2  79.1  67.1  42.5  37.5  

ポジティブ・アクション 5.8  7.0  8.2  6.4  3.7  1.3  0.0  0.0  

ジェンダー 84.6  74.6  65.1  65.5  49.3  24.2  11.0  12.5  

ワーク・ライフ・バランス 73.1  54.4  45.2  35.5  26.1  10.1  8.2  0.0  

清須市男女共同参画プラン 0.0  6.1  6.8  9.1  8.2  7.4  9.6  0.0  

見たり聞いたりしたものはない 7.7  9.6  13.7  12.7  11.9  18.8  21.9  50.0  

無回答 0.0  0.9  0.7  1.8  4.5  8.7  30.1  12.5  

 

○H25調査と比較すると、R3調査では全体・女性・男性ともに、すべての用語で認知度が

上がっています。特に「ジェンダー」は女性が34.9ポイント、男性が39.1ポイント、「ワ

ーク・ライフ・バランス」は女性が18.8ポイント、男性が25.7ポイント上回っています。 

問35 男女共同参画社会に関する用語の認知状況（経年比較） 

 【全体】 【女性】 【男性】 
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12.5 

11.6 

14.1 

0.0 

32.1 

33.2 

30.3 

0.0 

18.9 

19.3 

17.7 

66.7 

10.5 

10.3 

10.7 

33.3 

22.1 

21.1 

23.9 

0.0 

3.9 

4.4 

3.4 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

21.2 

11.4 

16.4 

7.3 

16.4 

10.7 

6.8 

0.0 

42.3 

44.7 

29.5 

30.9 

34.3 

24.8 

20.5 

37.5 

15.4 

13.2 

21.9 

26.4 

14.2 

22.1 

15.1 

12.5 

3.8 

13.2 

11.0 

16.4 

12.7 

9.4 

1.4 

0.0 

17.3 

16.7 

19.9 

17.3 

20.1 

27.5 

35.6 

50.0 

0.0 

0.9 

1.4 

1.8 

2.2 

5.4 

20.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

進んだと思う やや進んだと

思う

あまり進んだと

思わない

進んだと

思わない

わからない 無回答

※【性別】カイ二乗検定の結果、非有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

（２）この10年間の男女共同参画の進展 

① 家庭 

○この10年間の家庭における男女共同参画の進展をみると、全体では『進展した』は44.6％、

『進展していない』は29.4％となっています。性別では、『進展した』は女性が44.8％、

男性が44.4％、『進展していない』は女性が29.6％、男性が28.4％となっています。 

○年代別では、50代で『進展していない』が42.8％で、『進展した』を4.6ポイント上回っ

ています。20～40代・60～80代は『進展した』が『進展していない』より高く、特に20

代では44.3ポイント上回っています。 

※『進展した』：「進んだと思う」＋「やや進んだと思う」 

『進展していない』：「進んだと思わない」＋「あまり進んだと思わない」 

問36-Ａ 家庭における男女共同参画の進展状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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11.5 

6.1 

6.8 

13.6 

7.5 

6.0 

2.7 

0.0 

36.5 

38.6 

31.5 

24.5 

28.4 

16.8 

9.6 

0.0 

21.2 

21.1 

24.0 

27.3 

23.1 

12.1 

15.1 

0.0 

11.5 

14.9 

15.1 

11.8 

10.4 

9.4 

1.4 

0.0 

19.2 

18.4 

21.9 

21.8 

26.9 

47.0 

42.5 

100.0 

0.0 

0.9 

0.7 

0.9 

3.7 

8.7 

28.8 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

進んだと思う やや進んだと

思う

あまり進んだと

思わない

進んだと

思わない

わからない 無回答

7.5 

6.8 

8.6 

0.0 

26.2 

22.2 

31.8 

0.0 

20.4 

22.4 

17.4 

33.3 

11.2 

10.3 

11.9 

33.3 

29.4 

33.0 

24.8 

33.3 

5.3 

5.3 

5.5 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、１％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、0.1％水準で有意 

② 職場 

○この10年間の職場における男女共同参画の進展をみると、全体では『進展した』は33.7％、

『進展していない』は31.6％となっています。性別では、『進展した』は女性が29.0％、

男性が40.4％で、男性が11.4ポイント上回っています。 

○年代別では、40代・50代・80代で『進展していない』が『進展した』より高く、20代・

30代・60代・70代は『進展した』が『進展していない』より高くなっています。 

問36-Ｂ 職場における男女共同参画の進展状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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5.8 

0.0 

1.4 

2.7 

3.0 

4.0 

2.7 

0.0 

11.5 

20.2 

13.7 

14.5 

14.9 

16.8 

11.0 

12.5 

26.9 

25.4 

35.6 

34.5 

40.3 

20.8 

19.2 

0.0 

11.5 

11.4 

15.8 

13.6 

12.7 

14.1 

2.7 

0.0 

44.2 

42.1 

32.9 

33.6 

26.9 

38.3 

38.4 

87.5 

0.0 

0.9 

0.7 

0.9 

2.2 

6.0 

26.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

20代

n= 52

30代

n=114

40代

n=146

50代

n=110

60代

n=134

70代

n=149

80代

n= 73

90歳以上

n=  8

進んだと思う やや進んだと

思う

あまり進んだと

思わない

進んだと

思わない

わからない 無回答

2.5 

2.4 

2.8 

0.0 

15.1 

12.7 

18.3 

0.0 

29.8 

30.1 

28.7 

33.3 

12.3 

10.8 

14.4 

33.3 

36.0 

39.6 

31.5 

33.3 

4.3 

4.4 

4.3 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

※【性別】カイ二乗検定の結果、５％水準で有意 

※【年代別】カイ二乗検定の結果、判定不能 

③ 地域 

○この10年間の地域における男女共同参画の進展をみると、全体では『進展した』は17.6％、

『進展していない』は42.1％で、『進展していない』が24.5ポイント上回っています。性

別では、『進展した』は女性が15.1％、男性が21.1％となっています。 

○年代別では、いずれの年代も『進展していない』が『進展した』より高く、特に40～60

代では『進展していない』が30ポイント以上上回っています。 

問36-Ｃ 地域における男女共同参画の進展状況 

【全体・性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 
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53.2 

50.8 

39.8 

53.9 

37.8 

20.5 

29.9 

2.5 

1.3 

3.2 

12.2 

3.2 

54.7 

49.0 

41.5 

56.7 

39.3 

21.1 

24.2 

2.4 

0.7 

2.6 

12.3 

3.5 

51.4 

53.2 

37.0 

50.5 

35.2 

19.0 

37.6 

2.8 

2.1 

3.7 

11.9 

2.8 

33.3 

66.7 

66.7 

0.0 

66.7 

66.7 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

男性が育児・介護休業制度を利用することに理解を示す

女性が働くことを応援する

子どものうちから男女共同参画意識を育てる

様々な人の個性や生き方を認める

育児・介護休業制度などの制度を利用する

育児・介護休業制度などの制度利用を他者に勧める

家事・育児を積極的に行う

市民一人ひとりが取り組めることはないと思う

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

（３）男女共同参画社会の実現に向けて 

① 市民が取り組めること 

○今後、男女共同参画推進のために取り組めることをみると、全体では「様々な人の個性

や生き方を認める」が53.9%で最も高く、次いで「男性が育児・介護休業制度を利用す

ることに理解を示す」が53.2％となっています。女性は「様々な人の個性や生き方を認め

る」が56.7％、男性は「女性が働くことを応援する」が53.2％で最も高くなっています。 

問37 今後、男女共同参画推進のために取り組めること 

【全体・性別】 
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○年代別にみると、20～50代・70代で「様々な人の個性や生き方を認める」が最も高く、

20代で71.2％、30～50代で６割を超えています。60代・80代では「男性が育児・介護

休業制度を利用することに理解を示す」が最も高くなっています。 

問37 今後、男女共同参画推進のために取り組めること【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

男性が育児・介護休業制度を利用
することに理解を示す 

69.2  57.9  58.2  56.4  58.2  41.6  34.2  50.0  

女性が働くことを応援する 65.4  58.8  50.0  51.8  60.4  39.6  32.9  50.0  

子どものうちから男女共同参画
意識を育てる 

57.7  49.1  44.5  40.0  38.8  29.5  23.3  50.0  

様々な人の個性や生き方を認める 71.2  61.4  61.6  60.0  53.7  44.3  24.7  37.5  

育児・介護休業制度などの制度を
利用する 

57.7  48.2  38.4  35.5  33.6  31.5  27.4  50.0  

育児・介護休業制度などの制度
利用を他者に勧める 

34.6  30.7  20.5  17.3  21.6  11.4  11.0  50.0  

家事・育児を積極的に行う 50.0  36.8  32.2  26.4  23.9  28.9  16.4  37.5  

市民一人ひとりが取り組めること
はないと思う 

1.9  1.8  2.7  1.8  3.7  2.7  1.4  12.5  

その他 5.8  1.8  2.1  0.9  0.7  0.0  0.0  0.0  

特にない 1.9  0.9  2.1  2.7  1.5  5.4  9.6  0.0  

わからない 3.8  7.0  8.2  10.9  8.2  16.1  31.5  50.0  

無回答 0.0  0.9  0.7  0.9  2.2  6.0  13.7  0.0  
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57.8 

69.7 

49.3 

37.1 

40.1 

46.1 

27.9 

16.2 

26.0 

44.7 

23.2 

36.1 

2.0 

1.8 

10.8 

2.9 

57.1 

71.2 

49.2 

35.2 

40.2 

45.9 

28.1 

15.2 

23.1 

48.6 

22.9 

38.2 

1.5 

1.3 

10.8 

3.3 

58.7 

67.3 

49.2 

39.8 

39.8 

45.9 

27.5 

17.1 

30.0 

39.4 

23.9 

33.0 

2.8 

2.4 

11.0 

2.4 

33.3 

100.0 

33.3 

33.3 

33.3 

66.7 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

仕事と家庭を両立するための制度

（育児・介護休業制度など）を整備・充実する

仕事と家庭を両立するための制度（育児・介護休業

制度など）を利用しやすい職場環境をつくる

テレワークやフレックスタイムなど、

柔軟な働き方を取り入れる

超過勤務削減などワーク・ライフ・バランスを

促進させる取り組み

事業所内における保育施設の設置など、

子育て支援を充実する

子育てや介護などでいったん仕事を辞めた人の

再就職をすすめる

転勤先の希望を考慮するなどの転勤時の配慮や

転勤時の夫婦帯同を認めること

研修や能力開発の機会を充実する

管理職に女性を積極的に登用する

賃金や昇進などにおける男女の格差をなくす

男性に対する女性の活躍の必要性についての

理解促進

ハラスメント防止など職場環境の整備

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

② 企業が力を入れていくべきこと 

○男女共同参画社会を実現するために、今後、企業が力を入れていくべきことをみると、

全体・女性・男性いずれも「仕事と家庭を両立するための制度（育児・介護休業制度な

ど）を利用しやすい職場環境をつくる」が最も高く、次いで「仕事と家庭を両立するた

めの制度（育児・介護休業制度など）を整備・充実する」、「テレワークやフレックスタイ

ムなど、柔軟な働き方を取り入れる」となっています。 

問38 今後、企業が力を入れていくべきこと 

【全体・性別】 
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○年代別にみると、20～80代で「仕事と家庭を両立するための制度（育児・介護休業制度

など）を利用しやすい職場環境をつくる」が最も高くなっています。特に20代では84.6％

と８割を超え、30～60代で７割を超えています。 

問38 今後、企業が力を入れていくべきこと【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

仕事と家庭を両立するための制度
（育児・介護休業制度など）を 
整備・充実する 

78.8  67.5  67.8  60.9  59.7  43.6  27.4  62.5  

仕事と家庭を両立するための制度
（育児・介護休業制度など）を 
利用しやすい職場環境をつくる 

84.6  74.6  73.3  72.7  76.1  65.8  37.0  62.5  

テレワークやフレックスタイムな
ど、柔軟な働き方を取り入れる 

65.4  65.8  59.6  54.5  47.8  33.6  17.8  50.0  

超過勤務削減などワーク・ライフ・
バランスを促進させる取り組み 

55.8  53.5  47.3  38.2  33.6  19.5  16.4  50.0  

事業所内における保育施設の設置
など、子育て支援を充実する 

51.9  47.4  39.0  43.6  44.0  35.6  16.4  50.0  

子育てや介護などでいったん仕事
を辞めた人の再就職をすすめる 

53.8  47.4  44.5  45.5  54.5  48.3  20.5  62.5  

転勤先の希望を考慮するなどの
転勤時の配慮や転勤時の夫婦帯同
を認めること 

42.3  30.7  30.1  30.9  34.3  16.1  12.3  50.0  

研修や能力開発の機会を充実する 19.2  15.8  15.1  11.8  17.9  16.1  16.4  37.5  

管理職に女性を積極的に登用する 34.6  26.3  32.2  24.5  29.1  19.5  13.7  50.0  

賃金や昇進などにおける男女の
格差をなくす 

53.8  49.1  50.7  45.5  50.7  36.2  21.9  50.0  

男性に対する女性の活躍の必要性
についての理解促進 

28.8  29.8  26.7  26.4  23.9  14.8  8.2  50.0  

ハラスメント防止など職場環境の
整備 

42.3  40.4  41.8  42.7  41.0  24.8  17.8  37.5  

その他 1.9  5.3  2.1  2.7  2.2  0.0  0.0  0.0  

特にない 1.9  0.0  0.7  0.9  0.7  4.7  4.1  0.0  

わからない 3.8  3.5  5.5  7.3  9.7  16.8  30.1  37.5  

無回答 0.0  0.9  0.7  0.9  1.5  5.4  13.7  0.0  
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25.2 

16.9 

36.8 

49.3 

19.6 

43.5 

39.5 

28.6 

10.5 

13.2 

12.7 

10.9 

7.0 

4.6 

2.4 

3.2 

10.4 

2.5 

22.9 

15.8 

38.2 

51.6 

21.5 

45.9 

41.1 

29.2 

10.1 

14.1 

12.1 

9.2 

5.5 

4.2 

2.6 

2.0 

9.0 

2.6 

28.4 

18.3 

34.3 

45.9 

17.1 

40.1 

37.3 

27.8 

11.0 

11.6 

13.5 

12.5 

8.9 

5.2 

2.1 

4.6 

12.5 

2.4 

0.0 

0.0 

33.3 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0% 25% 50% 75% 100%

審議会や各種委員会などに女性を積極的に登用する

企業や団体などの管理職に女性の登用が進むよう

支援する

学校において男女平等教育を浸透させる

子育て支援サービスや介護サービスなどの

充実を図る

職場における男女平等について企業などに

働きかける

子育てや介護中であっても、仕事が続けられるよう

支援する

子育てや介護などでいったん仕事を辞めた人の

再就職を支援する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に

働き方の見直しを進める

女性の能力開発や人材育成などの講座を充実する

男性の家事・育児・介護などへの参加を進めるための

講座や啓発を充実する

男女共同参画に関する情報提供や相談などの場を

充実する

広報紙やホームページなどで男女共同参画に関する

ＰＲを行う

男女共同参画条例を制定する

男女共同センターの設置など、男女共同参画の

活動拠点を充実する

その他

特にない

わからない

無回答

全体

n=789

女性

n=455

男性

n=327

回答したくない、

わからない、その他

n=  3

② 清須市が力を入れていくべきこと 

○男女共同参画社会を実現するために、今後、清須市が力を入れていくべきことは、全体・

女性・男性いずれも「子育て支援サービスや介護サービスなどの充実を図る」が最も高

く、次いで「子育てや介護中であっても、仕事が続けられるよう支援する」、「子育てや

介護などでいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」となっています。 

問39 今後、清須市が力を入れていくべきこと 

【全体・性別】 
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○年代別にみると、20代・60～80代では「子育て支援サービスや介護サービスなどの充実

を図る」、40代・50代では「子育てや介護中であっても、仕事が続けられるよう支援す

る」、30代では「子育て支援サービスや介護サービスなどの充実を図る」「子育てや介護

中であっても、仕事が続けられるよう支援する」が最も高くなっています。 

問39 今後、清須市が力を入れていくべきこと【年代別】 

単位：％ 

 
20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 

90歳 

以上 

n=52 n=114 n=146 n=110 n=134 n=149 n=73 n=8 

審議会や各種委員会などに女性を
積極的に登用する 

15.4  16.7  24.7  21.8  29.1  32.2  24.7  50.0  

企業や団体などの管理職に女性の
登用が進むよう支援する 

21.2  17.5  19.2  17.3  15.7  14.8  13.7  12.5  

学校において男女平等教育を浸透
させる 

46.2  43.0  37.0  37.3  34.3  38.3  23.3  0.0  

子育て支援サービスや介護サービ
スなどの充実を図る 

67.3  54.4  52.1  47.3  53.0  45.0  30.1  25.0  

職場における男女平等について
企業などに働きかける 

38.5  18.4  26.7  22.7  13.4  12.8  15.1  0.0  

子育てや介護中であっても、仕事
が続けられるよう支援する 

50.0  54.4  54.8  50.9  38.1  34.2  19.2  12.5  

子育てや介護などでいったん仕事
を辞めた人の再就職を支援する 

46.2  38.6  47.9  34.5  45.5  35.6  26.0  12.5  

労働時間の短縮や在宅勤務の普及
など男女共に働き方の見直しを進
める 

50.0  40.4  37.0  30.9  29.1  12.1  8.2  12.5  

女性の能力開発や人材育成などの
講座を充実する 

17.3  13.2  8.9  9.1  7.5  12.1  6.8  12.5  

男性の家事・育児・介護などへの
参加を進めるための講座や啓発を
充実する 

15.4  14.9  13.0  13.6  15.7  9.4  11.0  0.0  

男女共同参画に関する情報提供や
相談などの場を充実する 

9.6  6.1  11.6  17.3  14.2  16.8  9.6  0.0  

広報紙やホームページなどで男女
共同参画に関するＰＲを行う 

7.7  9.6  7.5  9.1  14.2  12.8  12.3  25.0  

男女共同参画条例を制定する 3.8  7.0  8.9  10.0  7.5  4.7  4.1  0.0  

男女共同センターの設置など、男
女共同参画の活動拠点を充実する 

3.8  4.4  2.1  4.5  9.7  4.0  2.7  0.0  

その他 5.8  5.3  2.1  2.7  2.2  0.0  0.0  12.5  

特にない 3.8  3.5  0.7  4.5  2.2  3.4  5.5  12.5  

わからない 3.8  5.3  8.9  7.3  9.0  14.1  26.0  12.5  

無回答 1.9  0.9  1.4  0.9  0.0  3.4  13.7  0.0  
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25.2 

16.9 

36.8 

49.3 

19.6 

43.5 

39.5 

28.6 

10.5 

13.2 

12.7 

10.9 

7.0 

4.6 

2.4 

3.2 

10.4 

2.5 

18.3 

12.2 

20.4 

45.1 

14.9 

37.3 

39.4 

21.6 

8.9 

12.0 

5.7 

7.3 

2.4 

3.5 

2.1 

4.5 

10.1 

3.5 

0% 25% 50% 75% 100%

審議会や各種委員会などに

女性を積極的に登用する

企業や団体などの管理職に女性の

登用が進むよう支援する

学校において男女平等教育を

浸透させる

子育て支援サービスや介護サービス

などの充実を図る

職場における男女平等について

企業などに働きかける

子育てや介護中であっても、

仕事が続けられるよう支援する

子育てや介護などでいったん仕事を

辞めた人の再就職を支援する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など

男女共に働き方の見直しを進める

女性の能力開発や人材育成などの

講座を充実する

男性の家事・育児・介護などへの参加を

進めるための講座や啓発を充実する

男女共同参画に関する情報提供や

相談などの場を充実する

広報紙やホームページなどで

男女共同参画に関するＰＲを行う

男女共同参画条例を制定する

男女共同センターの設置など、

男女共同参画の活動拠点を充実する

その他

特にない

わからない

無回答

R3調査

n=789

H25調査

n=716

22.9 

15.8 

38.2 

51.6 

21.5 

45.9 

41.1 

29.2 

10.1 

14.1 

12.1 

9.2 

5.5 

4.2 

2.6 

2.0 

9.0 

2.6 

12.8 

13.1 

17.2 

46.4 

15.4 

43.1 

45.9 

24.4 

9.0 

13.8 

5.1 

7.9 

1.3 

2.8 

1.3 

3.6 

10.0 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=455

H25調査

n=390

28.4 

18.3 

34.3 

45.9 

17.1 

40.1 

37.3 

27.8 

11.0 

11.6 

13.5 

12.5 

8.9 

5.2 

2.1 

4.6 

12.5 

2.4 

25.9 

11.2 

25.5 

43.2 

14.3 

31.3 

32.0 

18.7 

9.2 

10.2

7.1

6.1

3.1

4.4

3.1

5.4

9.5

2.7

0% 25% 50% 75% 100%

R3調査

n=327

H25調査

n=294

○H25調査と比較すると、R3調査の「学校において男女平等教育を浸透させる」は全体で

16.4ポイント、女性で21.0ポイント、男性で8.8ポイント上回っています。また、「審議

会や各種委員会などに女性を積極的に登用する」は女性で10.1ポイント上回っています。 

問39 今後、清須市が力を入れていくべきこと（経年比較） 

 【全体】 【女性】 【男性】 
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資料編 

（１）調査票 
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